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開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣告 

 

○議長（髙橋和雄君） ただいまの出席議員数は７人です。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございます。 

 

◎日程第１ 議案第１１号 中札内村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の 

一部を改正する条例の制定について 

◎日程第２ 議案第１２号 委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改 

正する条例の制定について 

◎日程第３ 議案第１３号 中札内村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について 

 

○議長（髙橋和雄君） この際、日程第１、議案第１１号、中札内村議会議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、日程第２、議案第１２号、

委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について、

日程第３、議案第１３号、中札内村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についての３件を一括して議題にいたします。 

提出者からの提案理由の説明を求めます。 

森田村長、よろしくお願いをいたします。 

（森田匡彦村長登壇） 

○村長（森田匡彦君） ただいま、一括上程議題に供されました提案の趣旨についてご説明

申し上げます。 

本案件は、過日開催しました特別職報酬等審議会において諮問し、審議いただき、特別職

の給与及び議員の報酬月額並びに委員会の委員等の報酬額について、社会経済環境や当村

の財政状況、民間の経済状況、十勝管内町村の状況などを総合的に勘案した結果、その職務

と責任に対応する報酬と定めるべきとして答申を受けたものであります。 

今回、これに併せて関係条例の一部を改正するものでありますが、中札内村長等の給与等

に関する条例において、村長に関する給料月額については、１１月臨時議会で決定いただき

ました中札内村長の期末手当の特例に関する条例同様、中札内村長としての公約の一つと

してトップの姿勢を示すため、私の任期において、村長分のみ凍結するものであります。 

詳細については、担当課長より説明申し上げますので、よろしくご審議、ご決定ください

ますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） 補足説明を、阿部総務課長、お願いします。 

○総務課長（阿部雅行君） 補足説明を申し上げます。 

 黒ナンバー１６番、議案関係資料の９ページをお開きください。 

 特別職報酬等審議会では、これまで村長等の給与及び議会議員等の報酬額について、提案

趣旨にありましたとおり、村の財政状況や民間の経済状況、管内町村の状況などを勘案し、

職務と責任に対応する報酬を定めるべきで、適正な給与及び報酬額の在り方について、調査

検討を行う必要があるとされてきており、昨年の答申において、十勝管内の町村において低



 - 4 - 

い水準にあることから、給与額等の引き上げ改定の答申を行ったものでございます。 

 最初に、議会議員についてですが、表を見ていただきたいのですけれども、平成６年の改

定から自律の選択などにより二度の減額改定を行い、現在の報酬額になっております。 

 現行の報酬額は、すべての役職において十勝管内１８町村の中で最下位の額で、改めよう

とする額は、議長は２６万７，０００円に。 

 副議長は２１万１，０００円に。 

 常任委員長を１８万８，０００円に。 

 議員を１６万９，０００円にしようとするものです。 

 改定率は、それぞれ約５％の引き上げになり、改定後の管内での状況は、それぞれで１６

番目の額になります。 

 次に、表の中段、特別職についてです。 

 村長、副村長、教育長の給与月額についてですが、平成６年の改定から、自律の選択、公

務員の給与引き下げなどにより、村長、副村長は４回の減額改定。 

 教育長は３回の減額改定を行ってきており、現在の給料月額は、十勝管内で１６、１７番

目となっております。 

 改めようとする額は、村長が６９万６，０００円、副村長が５９万２，０００円、教育長

が５３万７，０００円にしようとするものです。 

 約２％の引き上げとなり、改定後の管内順では１４、１５番の額となります。 

 次に、農業委員、教育委員、監査委員についてですが、農業委員と教育委員は、年間の活

動日数及び十勝管内の状況から、これまでも同額の報酬で定めており、今回も同様の改定を

行っております。 

 教育委員会制度の改定により、教育委員長は廃止されているので、農業委員会会長を５万

３，０００円に。 

 委員については、それぞれ３万４，０００円の改定としております。 

 今回の改定につきましては、十勝管内での状況を勘案して行っており、職務代理者におい

て引き上げがなかったのは、３万７，６００円、この報酬額が決して低い額ではないという

ことから、現行どおりとしております。 

 次に、監査委員についてですが、識見者については９万円に。 

 議会選出監査委員は５万円に改定しようとするものです。 

 引き上げ率は３０％、３３％と高くなるのですが、監査委員においては、財政健全化法に

おける審査など監査の範囲が広がってきていましたが、改定はこれまで行っていなく、十勝

管内の比較では、識見者で１８番目、議会選出で１７番目の額となっており、監査委員とし

てその職務と責任に対応する報酬として、それぞれの額に改定しようといたします。 

 ただいまご説明した三つの条例の施行日ですが、平成３０年４月１日からとしておりま

す。 

 ただし、村長の給料については、先ほど提案趣旨で説明したとおり、公約により、３３年

の任期まで現行の６８万２，０００円といたします。 

 改定に伴う年間の影響額についてですが、議会議員で１１０万８，９００円、特別職が３

９万２，３８０円、農業委員、教育委員、監査委員で９４万３，２００円。 

 すべて合わせますと２４４万４，４８０円になります。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） ３件に対する提案理由の説明が終わりました。 
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 これから、この３件を一括して質疑を行いたいというふうに思います。 

 質疑はございませんか。 

 ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 議案１３号の村長等特別職の給与等の条例改正についてであります

が、ただいま村長の方から提案の理由、内容ということで提案がありましたが、特別職中、

村長の給与月額の改定はありません。 

 これは、一昨年末ですか、復活させた期末手当の役職加算分を村長のみを再凍結するとし

た村長の選挙公約でありますが、提案理由にありましたとおり、今回も附則の特例措置で平

成３３年の任期中までは引き上げないとする提案となったものであります。 

 しかし、条例に基づいた特別職報酬審議会は、議員報酬、委員会の委員等の報酬、常勤特

別職の給料について審議するため設置されたもので、昨年の平成２９年１１月に答申され

たものであります。 

 提案理由にもありましたとおり、答申内容は、社会経済環境や当村の財政状況、民間の経

済状況、十勝管内町村の状況等を総合的に勘案した結果、その職務と責任に対応する報酬な

どを定めるべきだとして具体的に示されております。 

 私は、この答申を最大限尊重すべきだと思います。 

 村長分のみを凍結することは、他に与える影響が大きいわけであります。 

 村にはこの主の委員会がほかにも数多くございますが、そういった委員会で慎重に審議

された内容が村政執行の基本となっており、謙虚に受け止め尊重するべきです。 

 私は、今回は理解するとしても、今後は以上述べた考え方で村政の執行に当たってもらい

たいというふうに思っております。 

 それらの考え方について、もし何かあれば、思いを述べていただきたいなというふうに思

います。 

○議長（髙橋和雄君） 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） ただいま黒田議員からご質問いただきました。 

 今回、村長分のみ凍結ということでご提案させていただいております。 

 こちらの報酬等審議会の答申内容については、私としては非常に重く受け止めておりま

すし、尊重すべき内容だというふうに思っております。 

 ただ、私については、昨年、選挙で当選させていただいた際に、期末手当の役職加算につ

いては凍結するということの公約を掲げて、付託を受けて、今回当選させていただいたわけ

で、その流れからいきますと、中札内村村長の森田匡彦としては、そういった新たな報酬が

増えるような、そのようなことについては、私、森田匡彦という人間については変えないと。 

 現状の報酬でしっかり働かせていただきたいと、そのように考えております。 

 ただ、報酬等審議会、先ほども申し上げましたとおり、その答申、具体的に組み込んだ答

申いただいたことについては、十分に尊重しておりまして、私の後の、次に担っていただく

村長については、そのような内容でやっていただければいいのかなというふうに考えてお

ります。 

 森田としては、そのようなことで当選させていただいたということもありまして、今後は

その方針でこれからも臨んでいきたいというふうに考えております。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 私も最後の方に言いましたけれども、それらについては理解してい

るつもりですけれども、冒頭申し上げたとおり、そういうような状況でありますので、今後
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に向けた考え方として、ぜひそんな形で私が質疑したことも含めて理解をする中で、村政執

行に当たってもらいたと、こういう意見でございます。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見として聴取させていただきます。 

 そのほか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 凍結内容については、今ご説明をいただいたので分かりましたけれ

ども、審議会の委員の意見もしっかり踏まえ、個人的に森田氏としての考え方でこのことを

やっていくということは分かりますけれども、それに対してやっぱり特別職というのは、そ

のほかに副村長ですとか教育長が一緒にこの給料改定は行われるということがありますの

で、そういったことを考えると、やはり特別職であります副村長ですとか教育長にも、やは

りいろいろと影響があるのではないかというように思います。 

 例えば、やっぱり首長がそういうようなことをするということは、やはりアップに対して

遠慮がちな気持ちになるのではないかというような気が私はいたしますけれども、そうい

った考えはどのようにお持ちでしょうか。 

 それとまた、これまで報酬については、特別職、議会議員は給料の改定は一体で行われて

きましたけれども、その経緯が今までずっとありますけれども、その経緯がちょっと歪めら

れるのではないかというような気がいたしております。 

 そのことについてのお考えをお聞かせください。 

○議長（髙橋和雄君） 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） まず１点目の特別職、副村長、教育長に関する影響ということであ

ります。 

 先ほど説明でもありましたとおり、副村長、教育長については、十勝管内でも非常に低い

レベルにある。とはいえ、一方では非常にその職責は重たくなっております。 

 そんな中でも、職員全体のバランスの中でも、村長も含めて答申いただいたということで、

先ほど黒田議員の質問にもお答えしましたけれども、報酬等審議会の答申については非常

に尊重しておりまして重く受け止めております。 

 そういった意味で、特別職は上げるというご意見については、十分理解しているところで

あります。 

 ただ、これは選挙で当選した村長と、そうではなくて、指名で、議会の皆さまの議決をい

ただいて任命する副村長、教育長とそこはちょっと分けて考える必要があるかなというふ

うに思っているところであります。 

 もう１点、議会と特別職で一体的に上げてきているというこれまでの経緯。 

 それがちょっと歪められる形になるのではないかというご指摘なのですけれども、これ

についても、あくまでも、一体的に上げるということでの今回の答申は、きちんと受け止め

ている中で、あくまでも、選挙で当選した私については、公約との整合性も含めて凍結する

というようなご提案の内容ですので、ご理解いただければなというふうに考えております。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 考え方としては理解する部分がありますけれども、やはりある程度

ルールがあるものに対しては、やっぱりこれからもきちっとやっぱりそのルールをあまり

無視することのないような方向でやっていかないと、これからにもいろいろ影響が出てく

るのではないかという私も懸念がありますので、そういったことがないような方向をこれ
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からは行っていくということが一つは努力していただかなければいけないかなということ

に思いますので、もしそれに対して意見がありましたらお願いします。 

○議長（髙橋和雄君） 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） 今回の提案内容についても、あくまでも村長の凍結については、私

の任期中ということで考えております。 

 私の後を担う方については、きちんとした形の中で行われるような、そのような内容での

提案にしておりますので、男澤議員のご指摘、理解は十分しているところです。 

 繰り返しの説明になるのですけれども、今回、選挙の公約との整合性ということもあって、

今回の提案について、私については任期中凍結させていただくということでの政治的な方

針ということでご理解いただきたいというふうに思っております。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか。 

 ７番中井議員。 

○７番（中井康雄君） 自分も聞きたかった点、今、黒田議員、男澤議員がそれぞれ聞いて

いただいたので大体のところは理解したのですけれども、今まで、今も男澤議員もおっしゃ

ったのですけれども、この報酬審議会等に諮問する際は、やっぱり議会の方に前もって村長

の方からある程度のお話があって、議会ともゆっくりと話をした中で進めていった経緯が、

僕、議員になって１１年、そういうふうに思っているのですけれども、今回そこら辺がちょ

っとなかったということで、そこら辺についてちょっと、議会の方に前もって説明をしてい

ただければと思うのですけれども、その辺についてどう考えているのか。 

 また、先ほど、副村長、教育長等の話もありましたけれども、もしできれば、お二人、何

もなければいいのですけれども、どういうお気持ちなのかお聞かせいただけたらなという

ふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（髙橋和雄君） 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） 先ほど、議会との意思疎通というか、話ということでのご指摘あっ

たのですけれど、全員協議会の中で、そういったことではお話させていただいて、意見交換

をさせていただいたのかなというふうに思っております。 

 ただ、それで不十分だったというようなご指摘であれば、私としても反省すべきだなとい

うふうに受け止めておりますし、ただ、あくまでも、議場でこういったことで審議いただく

案件でありますので、あまりにもあらゆることで詰めすぎるのはどうかなというような思

いもあります。 

 ただ、全員協議会の中でのお話、十分私の気持ちは伝えさせていただいたつもりではあっ

たのですけれども、そこでちょっと、もうちょっと不十分だったなという受け止め方された

ということであれば、それについては、今後についてしっかり反省して、きちんとしたご理

解いただく中で、真摯な議場での議論にしていただけるような努力はしていきたいなとい

うふうに思っております。 

○議長（髙橋和雄君） ２問目に関しては、本来はやはり特別職それぞれ話し合いをした中

で提案されているというふうに思っておりますので、もし何かがありましたら答弁願いた

いなと思うのですが、どうでしょうか。 

○議長（髙橋和雄君） 上松教育長。 

○教育長（上松丈夫君） よく相談してという話だけれども全くないですね。 

 いずいです、正直言って。 

 村民の方で、村長、凍結、教育長もでは凍結ですよね。 
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 一般の人はそう考えますよね。 

 公約ということはよく分かるのだけれども、正直言っていずいですね。 

 私も９年ちょっと働いてきたけれども、ちょっとやっと上がるのかなと思っています。正

直言って。 

 先ほどの話で、低いですよね。 

 私、お金で来ているのでないので、そこはいいのですけれども。 

 私の任期も５月までですから、ほとんどもらわないで終わるのでないかなと思いますけ

れども、このことについては、正直言って、ちょっといずいです。 

 公約ですから、前もって相談も何もないですよね。 

 だからそこら辺がちょっと私としてはいずさを感じながら、この問題捉えています。 

 しかし、今村長言われたように、公約ですから、これは致し方ないことではあるのですけ

れども、その辺はちょっと諸々の進め方としてはどうなのかなというのが正直なところで

す。 

 ここは大事な議会の場ですから、正直なところを申し上げたいと思いますけれども。 

 言葉としては何と言っていいかちょっと分からないけれども、いずさを感じます、正直言

って。 

 これでいいのかなと。 

 ということで、村長がそうであれば、副村長も私も含めて凍結すべきでないかなというの

が、始め聞いたときにそんなふうに思いましたね。 

 お金のことではないのだけれども、やっぱり正直言って、自分では一生懸命やっているつ

もりだし、その辺のことが、前もって何もなくてボンと出てくるということは、正直言って

不満のところもあります。 

 ただ、もうこういう形で方向性出ていますから、今更ということはありますので申し上げ

ませんけれども、正直申し上げますと、ちょっといずさが残った課題だなと私は思っていま

す。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか。 

 １番北嶋議員。 

○１番（北嶋信昭君） いろいろ意見出ましたけれども、村長あくまでも公約公約と言いな

がら、任期中ということはこれから４年間ということですよね。 

 ただ、今教育長も言ったように、いろんな面にこうやって響いているのですよね。 

 であれば、もう一度審議委員会で、この４年間でなくて、審議委員にもう１回諮問して、

そしてもう１回新たな気持ちの中に、考え方を変えてもらわないと。 

 ほかの人方もいろいろ都合があると思うので。 

 あくまでもそれを貫くということにはならない。 

 公約は今とりあえず果たしているはずですから。 

 その辺もしっかり考えながら、今後に進めていってほしいと思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見として処理させていただきたいというふうに思います。 

 そのほか。 

 質疑がないようですので・・・ 

（「議長」と呼ぶ者あり） 

○７番（中井康雄君） 一括議題となっております議案のうち、議案第１１号に対する修正

動議を提出したいと思います。 
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○議長（髙橋和雄君） 修正動議が出ました。 

 修正動議は一人ででも出せますので、動議を受けたいというふうに思います。 

 暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時２８分 

再開 午前１０時２９分 

 

○議長（髙橋和雄君） それでは、休憩前に引き続き、会議を開きたいと思います。 

 本件に対して、中井議員から修正動議が提出されました。 

 したがって、これを本案と合わせて議題といたしたいと思います。 

 提出者からの説明を求めます。 

 ７番中井議員。 

○７番（中井康雄君） それでは、修正動議の説明を申し上げます。 

議案第１１号、中札内村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてに対する修正動議を、地方自治法第１１５条の３及び会議規則第

１７条第２項の規定により、別紙の修正案を添えて提出いたします。 

その修正案についてご説明いたします。 

議案第１１号、中札内村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてに対する修正案。 

中札内村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についての一部を次のように修正する。 

附則第１項の次に次の１項を加える。 

平成３１年４月まで支給する議員報酬額に関する特例措置。 

２項、平成３１年４月まで支給する議員報酬に係る改正後の中札内村議会議員の議員報

酬及び費用弁償等に関する条例第２条の規定の適用については、「２６７，０００円」とあ

るのは「２５４，０００円」と、「２１１，０００円」とあるのは「２０１，０００円」と、

「１８８，０００円」とあるのは「１７９，０００円」と、「１６９，０００円」とあるの

は「１６１，０００円」とする。 

提案の理由ですが、議員報酬、委員会委員報酬及び村長等特別職の給与等の改定について

は、中札内村特別職報酬等審議会の答申を受け平成３０年４月１日から引き上げる条例改

正の提案が今定例会においてされましたが、提案に至るまでの議会との協議が十分にされ

ておらず、議会としての検討・精査を行ってきておりません。 

また、提案者である村長自らは、村長給与引上げ分を任期中に限り凍結するという提案が

されておりますが、これまで議員報酬と村長等特別職給与の改定は、村民の理解を得るべく、

特別職等報酬等審議会の答申とお互いの理解と合意により改定されてきた経緯を鑑み、ま

た、新庁舎建設が計画され、大きな事業費を要し財政負担も増大するときであり、財政状況

も勘案して審議会から答申されたとはいえ、納得しがたいものがあります。 

しかしながら、昨今の議員のなり手不足が問題とされ、十勝管内各町村においてもその対

策の一つとして議員報酬を見直す動きがあること、また、十勝議長会においても十勝の議員

報酬は全国標準に比べ低いことから、適正な議員報酬として十勝標準報酬案も示されまし

たが、本村の議員報酬月額はそれに比較して大きく下回ることや、なおかつ管内でも一番低

い現状にあり、このままでよいと考えているわけではありません。 
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来年には村議会議員選挙も控えており、多くの住民に議会活動に参加してもらわなけれ

ばならないことを考えると、議員のやりがいや魅力がなくては議員のなり手は本村におい

ても育っていかないことを危惧するものです。 

村民の代表である中札内村特別職報酬等審議会からの答申は重く受け止め尊重しなけれ

ばならないものと理解をしており、議員報酬の引上げは、わずかながらでもその改善に寄与

すると捉え、この案件の決定を次の議員に先送りするということは、今議会で決定を委ねら

れている現議員として無責任であろうという思いもあります。 

これらのことから、提案されている改正案の議員報酬引上げにつきましては、提案された

趣旨を理解し、将来を見据え止めるべきではないものと考えますが、我々現職議員の任期中

に改定する必要性は乏しく、議案第１１号の附則に第２項を追加し、現議員の任期終了月で

ある平成３１年４月までの月額報酬を記載のとおり、改正前の報酬額とする附則を追加す

る修正案を提出させていただきます。 

何卒、ご審議の上、適切なご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙橋和雄君） 今、中井議員から第１１号に対する修正案が提出されました。 

 この修正案に対する質疑を行いたいというふうに思います。 

 修正案に対する質疑はございませんか。 

 よろしいですか。 

 質疑がないようですので、質疑を終わりたいというふうに思います。 

 それでは、これから１議案ずつ討論、表決に入りたいというふうに思います。 

 まず、議案第１１号に対する討論を行います。 

 それで、まず、原案に対する討論を行いたいと思います。 

 これは村から今提出された議案に対する討論ということで理解をお願いしたいというふ

うに思います。 

 その討論が終わりましたら、修正案に対する討論を行いたいというふうに思います。 

 まず、原案に対する討論はございませんか。 

 よろしいですか。 

 なければ、先ほど言いましたように、修正案に対する討論を行いたいというふうに思いま

す。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 討論ですから、反対討論からが本来ならそうかなと思いますけれど

も、私は修正案に対する賛成の討論ということでいたしたいと思います。 

 先ほども修正案の中で、中井議員の方から修正内容が示されましたけれども、私も一番懸

念することは、今、町村内だけでなくても、全国的にも議員のなり手がないということで、

この給料改定は最低の状況にある中、我々は上げないでいくというような内容ですけれど

も、そういうことは、やはり今の問題を抱えている議員のなり手がないということにも関係

してくるのではないかという懸念はありますけれども、私はこのことについては、やはり

我々は村長が凍結するということの内容がすごく引っかかる点がありますので、そのこと

を申し添えます。 

 それとあともう一つは、先ほども私も言いましたけれども、今までのルールが少し歪めら

れるというようなこと。 

 特にやはり、先ほど教育長の中でも本当に、教育長がやはりいずいというようなことが言

われましたけれども、そういうようなことがやっぱりこれからも発生することのないよう
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にお願いしたいなということも含めて、この討論の賛成といたします。 

 修正案に対する賛成です。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか。 

 そのほか討論ありませんか。 

 ないようですので、これで討論を終わりたいというふうに思います。 

 それでは、まず最初に、中井議員から提出された修正案に対する採決を行いたいというふ

うに思います。 

 修正案に対する採決は、起立により採決を行いたいというふうに思います。 

 それでは、修正案に対して賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋和雄君） 起立多数でありますので、修正案は可決されました。 

 次に、原案についての採決を行いたいと思います。 

 村から出されました議員報酬に対する原案に対する採決をしたいというふうに思います。 

 修正案は追加修正ですので、原案はそのままの内容での採決になります。 

 原案について可決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋和雄君） 起立多数です。 

 よって、議案第１１号は、可決されました。 

 修正案と原案ともに可決となりましたので、原案に修正案を付しての決定といたします。 

 次に、議案第１２号に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

議案第１２号、委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを採決いたします。 

この議案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１２号は、原案のとおり可決されました。 

議案第１３号に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

議案第１３号、中札内村長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てを採決いたします。 

この議案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１３号は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第４ 議案第１４号 重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条 

例の一部を改正する条例の制定について 

 

○議長（髙橋和雄君） 日程第４、議案第１４号、重度心身障害者及びひとり親家庭等医療

費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題にいたします。 

提出者からの提案理由の説明を求めます。 

森田村長、お願いをいたします。 

（森田匡彦村長登壇） 

○村長（森田匡彦君） 提案の趣旨についてご説明申し上げます。 

 本案件は、村長公約であるひとり親世帯が暮らしやすい村づくりの推進の実現に向け、ひ

とり親家庭等で扶養されている１８歳から２０歳までの者が所属する世帯の所得税非課税

制限を撤廃し、ひとり親家庭等医療費の対象となる児童の対象を拡大しようとするため、一

部改正を行おうとするものであります。 

 詳細については、担当課長より説明申し上げますので、よろしくご審議、ご決定ください

ますようお願い申し上げます。 

○議長（髙橋和雄君） 補足説明を、坂村住民課長、お願いをいたします。 

○住民課長（坂村暢一君） それでは、補足して説明させていただきます。 

 黒ナンバー１６番、議案関係資料１０ページをお開きください。 

 新旧対照表により説明をさせていただきます。 

 今回の改正は、ひとり親家庭等医療費の対象となる児童の対象を拡大しようとするもの

であります。 

 現行条例で、対象となる児童は、ひとり親家庭等で扶養されている１８歳未満の者及び１

８歳から２０歳までの者においては、ひとり親家庭等で扶養されており、その者が属する世

帯が所得税非課税世帯であることとされております。 

 条例第２条、第２項、第３号、イで規定されている所得世帯の所得税非課税制限を廃し、

対象を広げようとするものであります。 

 この条例は、平成３０年４月１日から施行しようとするものです。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１４号に対する質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 よろしいですか。 

 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

議案第１４号に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

議案第１４号、重度心身障害者及びひとり親家庭等医療費の助成に関する条例の一部を

改正する条例の制定についてを採決いたします。 

この議案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１４号は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第１５号 中札内村定住促進条例の一部を改正する条例の制定について 

 

○議長（髙橋和雄君） 日程第５、議案第１５号、中札内村定住促進条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題にいたします。 

提出者からの提案理由の説明を求めます。 

森田村長、お願いをいたします。 

（森田匡彦村長登壇） 

○村長（森田匡彦君） 提案の趣旨についてご説明申し上げます。 

 中札内村まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標の一つである住んでみたい、住んで

良かったと思える移住定住の推進策の充実を図るため、民間賃貸住宅家賃助成金の対象住

宅及び移住促進奨励金を拡充する条例の一部改正を行おうとするものであります。 

 詳細については、担当課長より説明申し上げますので、よろしくご審議、ご決定ください

ますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） 補足説明を、成沢施設課長、お願いいたします。 

○施設課長（成沢雄治君） それでは補足説明を申し上げます。 

 黒ナンバー１６、議案関係資料１１ページをお開き願います。 

 新旧対照表により説明をさせていただきます。 

 ただいま提案説明でありましたように、今回の条例改正は、中札内村まち・ひと・しごと

戦略で移住定住を支援する施策の拡充を行おうとするものですが、新旧対照表改定前の４

条では、一戸建ての住宅を民間賃貸住宅家賃助成の対象外としておりましたが、改正後は、

助成の対象とするものであります。 

 ただし、第５条を追加し、２親等以内の親族が所有する住宅は対象外とし、一定条件を付

け拡充するものでございます。 

 また、一戸建て住宅を助成対象にすることにより、世帯での入居が想定されることから、

第３号の給与収入基準を世帯合算とし、別表により額を定めるものでございます。 

 １２ページをお開きいただき、別表をご覧ください。 

 別表は、４段階とし、同居親族及び扶養親族の数を０人の場合を改正前の額４２０万円と

し、一人目４７０万円、二人目５２０万円、３人目以上５７０万円と定めるものでございま

す。 

 次に、１１ページに戻っていただき、第７条の改正ですが、移住促進奨励金の改正は、こ

れまで若者世帯、子育て世帯を対象とした４０歳未満または中学生以下の子どものいる者

や、移住後５年以内に住宅を建築し、または購入した者に対し、奨励金の交付をしておりま

したが、改正後につきましては、第２項により、第１項に該当しない者を追加し、定住促進

の拡充を行うものでございます。 

 １２ページをお開きいただき、拡充した者の奨励金の内容でございますが、第４項各号を

追加し、第１号、道外からの移住者の場合、１戸につき３０万円。 

 第２号、道内からの移住に対し、１５万円。 

 第３号、管内からの移住に対し、１０万円。 
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 第４号、村内移住から５年の場合については、１０万円とし、それぞれ第５号、第６号を

定めたものでございます。 

 附則ですが、この条例は、平成３０年４月１日から施行するものとします。 

 以上で補足説明を終わらせていただきます。 

○議長（髙橋和雄君） 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１５号に対する質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 よろしいですか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） この今の改正内容は本当に大きな拡充かなというように私は捉えて

おります。 

 本当に今までのあったものに対して、ある程度拡大をしている。 

 今までは５年間以内の新築または購入だけであったものを撤廃し、あとは家族たくさん

で住んだときには、２親等以外で住んだときの一戸建てに対する拡充も行う。 

 そして、ましてや引っ越したときには、道外、道内、また、村内から引っ越してくるとき

には、それぞれ金額を支給するという内容で、本当にすごく拡充されているなというように

思いますけれども、このことについて、今、こういうような内容をすることによって、どれ

だけの人口を移住してきてくれるのかなというように想定しているのかということですね。 

 そして後、こういうようなことに対して、いろいろなこういうような政策があることによ

って、中札内に行ってみたい、行きやすいことになるなということで引っ越してきてくれる

ような呼び水的なことを私はこの改正からは感じますけれども、その引っ越してきてくれ

た人たちに対して、これから村としては、やはり来て良かったなと思えるような内容でなけ

れば、やっぱり、引っ越してきて失敗したなというように感じるのではないかと思いますけ

れども、そこら辺、条例ですから、この内容に対しての質疑なのでしょうけれども、引っ越

してきてくれた人ががっかりしないような政策というものは何か考えているのであればお

答えください。 

○議長（髙橋和雄君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時５３分 

再開 午前１０時５５分 

 

○議長（髙橋和雄君） 答弁よろしいでしょうか。 

成沢施設課長。 

○施設課長（成沢雄治君） まず１点目でございますが、改正によりどれぐらいの移住者を

想定しているかという部分につきましては、予算の中で若干見込んでおりますが、まず、一

戸建て住宅を改正したことにより、５件程度、見込んでおります。 

 さらには、第７条の改正で、今まで若者世帯を対象にしていたものを広くするということ

で、基本的には道外、道内、管内、村内に移住後５年というような中で、それぞれ引っ越し

というのでしょうか、移転に関する助成金というような捉え方をしておりますので、予算的

には各１件ずつを想定させていただいているところでございます。 

○議長（髙橋和雄君） 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） 後半部分についての考え方でございますが、まず今、施設課長の
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方からありましたとおり、予算上はそういった形で大枠見ているわけです。 

 どちらにしても、議員おっしゃられるように、いかにうちのこの拡充制度だとか、これか

らも継続している移住定住政策、これをいかにＰＲしていくかというのが非常に大事だと

いうふうに認識しております。 

 これは、単純に言えば、ホームページですとかそういったところでということありますけ

れども、村長も公約に掲げておりますとおり、自ら外に出て行って村をＰＲするということ

はこれまでも実施してきておりますので、これを継続する中に、こういった制度の拡充等に

ついても広げて外にＰＲすると。 

 これが非常に大事なことなのだろうというふうに思っています。 

 併せて、今後そういった形で移住された村外から来られた方に対しては、これは村内、村

外問わず、中札内村に移住されてきたからには、住んで良かったと思えるまちづくりを進め

ると。 

 これは第６期のまちづくり計画ですとか、村長の公約含めて、そういったことが非常に重

要だということで挙げておりますので、これを、具体的な政策は公約の中でもまちづくり基

本計画の中でもいろいろございますが、これをきちんと進めていくということが一番大事

なことかなというふうに思っているところでございます。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 大体内容は分かりました。 

 本当にこのＰＲ活動というのが、やはり拡充したのだなということが分かるようなＰＲ

方法、そして、それに併せてＰＲとともに、中札内村の良さを、住んでみたくなるようなＰ

Ｒ方法を取らないと、やっぱりそれに結び付いていかないので、ぜひそういったことの努力

をしていただければというように思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見としてお聞きしておきたいというふうに思います。 

 そのほか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

議案第１５号に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

議案第１５号、中札内村定住促進条例の一部を改正する条例の制定についてを採決いた

します。 

この議案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１５号は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第１６号 中札内交流の杜設置条例の一部を改正する条例の制定につい 

             て 
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○議長（髙橋和雄君） 日程第６、議案第１６号、中札内交流の杜設置条例の一部を改正す

る条例の制定についてを議題にいたします。 

提出者からの提案理由の説明を求めます。 

森田村長、お願いをいたします。 

（森田匡彦村長登壇） 

○村長（森田匡彦君） 提案の趣旨についてご説明申し上げます。 

 本案件は、中札内交流の杜の研修室の利用拡大のため、スポーツや文化、芸術に限らず、

広く一般の村民の方々にも利用していただけるよう、条例の一部を改正しようとするもの

であります。 

 詳細については、教育次長より説明申し上げますので、よろしくご審議、ご決定ください

ますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） それでは補足説明を、高桑教育次長、お願いをいたします。 

○教育次長（高桑浩君） 補足説明を申し上げます。 

 黒ナンバー１６、議案関係資料１３ページをお開き願います。 

 新旧対照表で説明いたします。 

 条文説明の前に、改正の理由ですが、交流の杜の研修室につきましては、稼働率が非常に

低い状態が続いておりまして、その利用促進に苦慮しているところであります。 

 現行の条例では、スポーツや文化芸術の交流の拠点施設としておりますが、コミュニティ

活動や各種団体、サークルなど広く一般の方々にも利用していただけるよう改正すること

と、それに伴い、特に利用率が低い研修室の３階の部分については、使用期間及び利用料を

１カ月単位として利用の増加につながることを期待するものであります。 

 新旧対照表、まず、第１条の目的ですが、コミュニティ活動や各種団体、サークル等を加

えるとともに、創作活動の場を提供することを加えるものです。 

 次に、別表で定めております使用料の関係ですが、研修室の３階については、研修室８か

ら１６までありまして、部屋の広さに応じて現行１時間当たり１００円から３００円を、そ

れぞれ１カ月当たり３，０００円から９，０００円に改正しようとするものです。 

 また、研修室１から１６の長期利用の減免の規定については削除をいたします。 

 その下段の冬期間の暖房料の規定については、研修室の２階の部分の研修室１から７に

改めようとするものです。 

 これは３階に暖房を入れますと、燃料費が大幅に増加するということから、使用者が暖房

機器を持ち込んで使用していただくということでご理解をいただこうと考えております。 

 施行期日は、平成３０年４月１日としております。 

○議長（髙橋和雄君） 提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１６号に対する質疑を行います。 

 ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） お聞きをしましたけれども、ただいま説明のあった３階部分で、今

まで現状でここの使用がどのぐらいあるのかちょっとお聞かせいただければと思うのです

けれども。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑教育次長。 

○教育次長（高桑浩君） ３階の部分についてはほぼ皆無でございます。 

 ２階についてはある程度の利用はございます。 
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○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 そのほか。 

 ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 利用の拡大、それと３階の研修室はほとんど稼働率がないというこ

とですよね。 

 それで、１１月下旬だったですか、まちづくりトークがあったときに、住民の方から交流

の杜の空き室を利用したいという要望が出されたのかなというふうに、私も参加していま

したから、そういう具合に記憶がありまして、検討したいと。 

 こういうことから、こういう条例になったのでないかなというふうに思うのですが、現時

点でその件と、他の団体、サークルとして話として利用計画があるのかどうか。 

 さらに、その活用者の意見も聞きながら、今回の一部改正内容となっているのか。 

 その辺の確認をしたいというふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑教育次長。 

○教育次長（高桑浩君） 今、ご質問にありましたとおり、１１月のまちづくりトークにお

きまして、村内で芸術活動されている方からの要望がございました。 

 早速、交流の杜の研修室をご本人に見ていただいて、各研修室の現状を確認していただき

まして、これであれば使えるというそういった感触があったものですから、条例を改正をし

て、３０年４月から使っていただこうというもので、ご意見も伺っております。 

 暖房のことにつきましても、ご意見を伺ったり、こちら側の考え方を説明したりしまして、

ご理解いただいたものかなと思っております。 

 利用計画については、現段階ではその１件のみで、４月以降、広くホームページなどを通

じて募集をして使っていただければなというふうに考えております。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 大体、分かりました。 

 そうすると、その１１月下旬に、トークのときに出された要望者と大体この改正内容につ

いては同意をいただけているということですよね。 

 それで、それぞれ交流の杜、管理というかな、開閉時間や何かいろいろあると思うのです

が、ちょっと自分の推測では、３階まで研修室行くと、それぞれ部屋に鍵かかっていますよ

ね。 

 そこら辺、使用者がいろんな時間帯で自分の趣味を活動するようになるのかなというふ

うに思うのですが、そこら辺の使い勝手というのかな、使用者が利用しやすいような状況が

好ましいのですけれども、その辺の管理等々について、どんな展開になるのでしょうか。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑教育次長。 

○教育次長（高桑浩君） 基本的には、条例規則で定められています開館期間、それから開

閉の時間の中での利用にならざるを得ないのかなと考えております。 

 その一つの理由としては、指定管理者の事務所も中に入っているということがあります

し、もう一つ、宿泊棟に宿泊されている方もいらっしゃいますので、例えば、夜間作業をし

たいというようなことで、その宿泊者の方などに不安ですとか、あるいは迷惑になることも

あるかもしれないということから、条例規則に基づいた利用期間、開館時間で、基本的には

使っていただこうかなと考えております。 

 ただ、指定管理者側として、今、毎週水曜日が定休日なのですけれども、水曜日に、例え
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ば、大会等があって開けますよということであれば、その日については利用していただくこ

とは可能かもしれないというふうには思っております。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 分かりました。 

 それと、暖房については、３階ということで、使用者独自で暖房考えてもらうということ

で、特に暖房料は取らない規定になっているということなのですけれども、何か推測するに

は、電気の暖房なのですかね。 

 そこら辺の暖房についてはどんなことを考えているのかということと、あと、やはり先ほ

どもお話のあったとおり、全然使われ方が皆無ということで、全部で九つの教室があるので

すか。 

 皆無であったということで、宝の持ち腐れというか、こんな形で今まで来ているわけです

から、ぜひ、ホームページでもそうですけれども、やはり村民の方々、あるいは村外の方も

含めてになるのかな、ぜひ、有効的に使えるような方法を具体的に検討して、有意義な交流

の杜になるようなことでの努力をお願いしたいなというふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見として聴取させていただきたいというふうに思います。 

 高桑教育次長。 

○教育次長（高桑浩君） 暖房の関係ですけれども、現状は３階についてはストップしてお

ります。 

 バルブを閉めているというイメージで考えていただければいいのですけれども、仮にお

一人だけ使う場合においても、それを開けて、３階全体を温めることに機械上なってしまう

ものですから、そうするとかなりの燃料費コストがかかるということで、灯油のストーブを

持ち込んでいただいて利用していただくことを想定しております。 

 電気ですと、また電気代がかかるということもありますので、相当月額にしますと利用し

やすい、安い単価での設定にしておりますので、電気ストーブについてはご遠慮いただきた

いと考えております。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか。 

 ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） 今、交流の杜の件ですけれども、認識的には非常にスポーツを中心

にした交流というイメージがどうしても今までの中であるのですけれども、文化関係、芸術

関係で非常にこういう大きな、そしてまた、新しく立派な形のものの中で、芸術関係の仕事

をしたいという管外にも相当おるわけでありますけれども、村内住民以外の村外、また、管

外、そういうところの方々の使用に関しても、今変わった条件の中でのことの押さえでよろ

しいでしょうか。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑教育次長。 

○教育次長（高桑浩君） 利用をできる対象者については、村民に限らず、村内外、むしろ

村外からも多くの芸術愛好者、あるいは芸術家という方に使っていただくことで、より交流

の杜自体の目的達成にも近づくでしょうし、村民との交流の場も自然とできてくることか

らしますと、アートの村というイメージもさらに高まるのではないかなということを期待

しておりますので、広くＰＲをして、全国から来ていただけるようなことにつながればいい

なと考えております。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか。 



 - 19 - 

 よろしいですか。 

 質疑がないようですので、次に進みたいというふうに思います。 

議案第１６号に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

議案第１６号、中札内交流の杜設置条例の一部を改正する条例の制定についてを採決い

たします。 

この議案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１６号は、原案のとおり可決されました。 

１５分ほど休憩をしたいというふうに思います。 

１１時２５分から再開をさせてください。 

暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時２４分 

 

○議長（髙橋和雄君） それでは皆さんお揃いになりましたので、引き続き会議を開きたい

というふうに思います。 

 

◎日程第７ 議案第１７号 中札内村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて 

 

○議長（髙橋和雄君） 日程第７、議案第１７号、中札内村国民健康保険条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題にいたします。 

提出者からの提案理由の説明を求めます。 

森田村長。 

（森田匡彦村長登壇） 

○村長（森田匡彦君） 提案の趣旨についてご説明申し上げます。 

 本案件は、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正す

る法律により、国民健康保険法が平成３０年４月１日から施行され、都道府県と市町村の責

務が明確化されたこと及び北海道国民健康保険運営方針において、葬祭費の支給額が全道

均一となることから、本条例を改正する必要があるため、一部改正を行おうとするものであ

ります。 

 詳細については、担当課長より説明申し上げますので、よろしくご審議、ご決定ください

ますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） それでは補足説明を、坂村住民課長、お願いします。 

○住民課長（坂村暢一君） それでは補足をして説明させていただきます。 

 黒ナンバー１６番、議案関係資料１４ページをお開きください。 
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 新旧対照表により説明させていただきます。 

 今回の改正は、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改

正する法律により、国民健康保険の都道府県単位化に向けて、国民健康保険法の一部改正が

平成３０年４月１日に施行されること及び北海道全体で事務の標準化を図るため、支給額

にばらつきのある葬祭費を全道均一にすることによる改正であります。 

 具体的な改正の概要ですが、国民健康保険法第４条で、国民健康保険運営の広域化に伴い、

国、都道府県、市町村の役割や事務が明確されたことにより、条例第１条において、村が行

う国民健康保険の事務とし、国民健康保険法第１１条で、都道府県に都道府県の国民健康保

険事業の運営に関する協議会が設置されることに伴い、条例第２条において、国民健康保険

運営協議会の名称を市町村の国民健康保険事業の運営に関する協議会に変更し、条例第３

条において、葬祭費の支給額を１万円から、全道均一の３万円とするものです。 

 この条例は、平成３０年４月１日から施行しようとするものです。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） これで提案理由の説明が終わりました。 

 議案第１７号対する質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

議案第１７号に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

議案第１７号、中札内村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定についてを採決

いたします。 

この議案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１７号は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第１８号 中札内村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 

○議長（髙橋和雄君） 日程第８、議案第１８号、中札内村介護保険条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題にいたします。 

 それぞれ皆さんの方には、この条例に関する推移ということで資料が配られていると思

いますので、参照していただければなというふうに思います。 

提出者からの提案理由の説明を求めます。 

森田村長、お願いをいたします。 

（森田匡彦村長登壇） 

○村長（森田匡彦君） 提案の趣旨についてご説明申し上げます。 

 本案件は、この３月に策定いたしました第７期中札内村高齢者保健福祉計画、介護保険事
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業支援計画に基づき、平成３０年度から平成３２年度までの介護保険料率を定めるため、現

行条例の一部を改正するものです。 

 また、介護保険法第２０２条及び第２０３条の改正により、市町村による質問検査権が、

第２号被保険者の配偶者等まで拡大されたことから、所要の文言改正を併せて行うもので

す。 

詳細については、担当課長より説明申し上げますので、よろしくご審議、ご決定ください

ますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） それでは補足説明を、髙島福祉課長、お願いします。 

○福祉課長（髙島啓至君） それでは、補足説明させていただきますが、まず、本村の介護

保険会計の状況について、若干説明加えさせていただきます。 

 本村の６５歳以上、介護保険第１号被保険者は、昨年の９月末現在で１，１１０人、その

うち要介護認定を受けている方は１８３人で、認定者の割合は１６．５％となっております

が、平成３２年度には、６５歳以上の方は１，１４７人、要介護認定者は、現在より８１人

増の２６４人になると推計しております。 

 一方、介護保険料算定の基礎となります介護給付費につきましても、訪問介護のヘルパー

利用や短期入所生活介護のショートステイ利用などの居宅介護サービスに係る給付の伸び

が想定されるため、今後、３カ年における給付費は２億４，５００万円から２億６，０００

万円程度になると推計しております。 

 併せて、平成３０年度からの第７期介護保険計画では、第１号被保険者による負担割合が

１％上昇し、給付費全体の２３％を負担するとされていることから、その負担増をカバーす

る必要性が生じております。 

 これらの状況を踏まえ、本年度末における介護保険事業基金の保有見込額１，０００万円

のうち、第７期計画で４００万円を事業費に投入することで試算を行っております。 

 それでは、黒ナンバー１６番、議案関係資料の１５ページをお開きください。 

 新旧対照表により説明いたしますが、保険料率の改正に関しては、本日配布させていただ

いた所得段階別の保険料の推移を併せてご覧ください。 

 現状の介護保険料基準額は、第５段階で、月額３，１００円の設定でありましたが、月額

９００円アップの４，０００円、年額４万８，０００円とすることで、今後３カ年の介護保

険事業を運営できるものと判断し、条例の一部改正を提案するものであります。 

 新旧対照表をご参照いただきますが、第２条につきましては、保険料率を定めるもので、

所得と住民税の課税状況から、９段階に区分し、中間の第１項、第５号を第５段階の基準額

として設定。 

 改正前の年額３万７，２００円から、改正後の４万８，０００円にしようとするもので、

第５号以外の各号は、政令に基づき基準額に割合を乗じた年額保険料となっております。 

 なお、設定額の詳細につきましては、追加資料の所得段階別の保険料の推移をご覧いただ

きたいと思います。 

 次に、第２条、第２項は、国の消費税増税に関係したもので、所得階層の最も低い第１階

層の保険料につきまして、基準額に乗じる割合を０．５から０．４５に引き下げ、改正後の

保険料を年額２万１，６００円に設定し、第１項、第１号の規定によらず、国の施策として

低所得者の保険料負担の軽減を図るものであります。 

 次に、第１４条は、被保険者等に関する調査を謳ったもので、市町村職員による質問や調

査、資料提供を求める権限が、これまで被保険者と第１号被保険者の配偶者や世帯員とされ
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ておりましたが、国の法改正に伴い、第２号被保険者の配偶者、世帯員まで拡大されました

ので、一括して被保険者とした表現に改正するものであります。 

 なお、附則のとおり、一部改正後の条例は、平成３０年４月１日より施行いたします。 

 以上、改正の概要のみ説明申し上げましたが、平成３０年度から３カ年の第７期中札内村

高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画につきましては、中札内村介護保険運営協議会にお

きまして、今年度、計４回の会議で慎重審議、ご決定いただき、３週間程度の住民へのパブ

リックコメントを経て、先月２月２６日付で村長への答申がありましたことをご報告申し

上げます。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） これで提案理由の説明は終わります。 

 議案第１８号対する質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） お聞きいたします。 

 先ほど、第７期の高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画に基づいて、いろいろと答申も

なされて、そしてこの案が出てきたという内容でしたけれども、このパブリックコメントを

かけたというようなことがありましたけれども、そのパブリックコメントで何かご意見が

あったかどうかということと、この計画に当たっては、先ほど言ったような見込み、これか

らの見込みを考えて、このような金額がはじき出されたのかなというように思います。 

 そこで、この計画にあたって、重点的にこういったことを村としては取り組みたいという

ようなことが話されたのかどうか。 

 そして、その重点的に取り込もうとして考えていたことがあれば、どういった内容のもの

が重点的に盛り込まれたのかということをお聞きいたします。 

○議長（髙橋和雄君） ２点についてお願いをいたします。 

 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） まず、１点目の村民へのパブリックコメントの結果であります

が、残念ながらといいますか、ご意見については１件もありませんでした。 

 ですので、運営協議会の方で協議いただいた内容、そのままストレートに計画として挙げ

させていただいております。 

 ２点目ですが、重点として何を置いているかということでよろしいでしょうか。 

 一応、今回改正する保険料につきましては、あくまでも給付額の推計からどれだけ必要か

という算定をさせていただいているところです。 

 以降、３０年度から３カ年において何を新たに始めるかというところは、計画の中には具

体的にこれを新たにやりますという表記はしておりません。 

 ちょっと今回の条例改正と外れますけれども、何が必要かという部分は、介護保険運営協

議会の中でもいろんなご意見いただいてはおりますけれども、具体的に何をどういった具

合に進めるかというのは、ちょっと今回とは外れますが、協議体という組織を住民からご意

見をいただく組織を立ち上げております。２９年度において。 

 その中で、何をどういった具合に進めていくかというのは、今まさに検討中でございます

ので、ちょっとこの場では何をやるかというコメントは控えさせていただきたいなと思い

ます。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 
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 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 今の説明でいくと、必要な要件を住民から吸い上げるというか、意

見や要望を聞くというようなことを組織をつくって、そして活動していくというような内

容かなというように理解したのですけれど、そういうことでよろしいでしょうか。 

 それともう１点、この改定の金額についてなのですけれども、本当に前回の改定から比べ

ると９００円アップの４，０００円で出てきておりますけれども、この金額はやはり十勝管

内でも最低の金額でないかなというように思っておりまして、ほかの町村でも５、６，００

０円の金額、料金でいろいろ改定されたのが新聞報道などでされております。 

 更別でも１，０００円アップで５，５００円という改定料金の報道がされておりましたけ

れども、本当に中札内が４，０００円でとても低い金額での改定になったかなと思うのです

けれども、この金額が低いという要因は何でしょうか。 

 そのことについてお答えください。 

○議長（髙橋和雄君） 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） 実際に介護保険のシステムの中で、給付サービスというものに

関して、あくまでも算定した金額で必要な保険料はどれぐらいかということで、今回提案さ

せていただいております。 

 一方、住民からご意見を聞くという部分は、直接的にこの介護保険の保険料に反映するも

のではなくて、あくまでも地域で何ができるかという話し合いをしていただいているので、

ちょっと一緒のような答弁してしまったのですけれども、これから村において何が必要か

というのを改めて考えさせていただく話し合いの場であります。 

 金額につきましては、今回改正して４，０００円という金額、議員もおっしゃられたとお

り、管内で一番最低額です。 

 ４，０００円代というところはほかにも２町ほどございます。 

 何で低いのかという話になりますが、実を申しますと、前回改正いたしました２７年３月

末の段階で、介護保険の事業基金というのが３，４００万円保有しておりました。 

 この３，４００万円を使わないで保険料を上げるわけにはいかないということで、前回は

大幅な引き上げは止めて２００円だけのアップさせていただいているところであります。 

 この基金は、この３年間で、１年当り８００万円程度、３年で２，４００万円使い果たす

結果に今のところはなってございます。 

 なので、基金については１，０００万円しかない。 

 ただし、１，０００万円あるので、想定以上に保険料を引き上げるわけにもいかないとい

うところで、基金を残して保険料を上げるというわけにはいきませんので、この３年間で４

００万円使わせていただいて、全くなしにしない状態にするにはいかほどの保険料にした

らいいかということで算定した結果でございます。 

 ですので、ほかの町村が５，０００円代だ６，０００円代だ、それに倣っていないのでな

いかという単純な比較にはならないというふうに感じております。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 分かりました。 

 ４，０００円で済んだということ、基金をある程度崩して、不足の分に充てるということ

が分かりましたけれども、やはり、その基金もこれから私も気になることは、高齢者が多く

なるということは、やっぱりこの介護を受ける人も多くなるということは、この事業が段々
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必要になってくるということでは、これからはその基金がなくなったときには、それ相当の

負担をいただかなければ、この事業は成り立たないということに理解はいたします。 

 今言われたように、今回においては、４，０００円になったということの内容については

理解いたしましたけれども、やはりその前に必要なのは、介護を受けないでいいような人を

村の中で育てるというか、そういう人を多くするということが大きな目的というか課題だ

と思いますので、そういった介護を受けなくてもいいような人をこれからも多く、高齢者が

元気でいられるような、そういうような施策を考えていただければと思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見としてお聞きしておきたいというふうに思います。 

 そのほか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 質疑がないようですので、次に移りたいというふうに思います。 

議案第１８号に対する討論を行います。 

 討論はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

議案第１８号、中札内村介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてを採決いた

します。 

この議案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１８号は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第 ９ 議案第１９号 平成３０年度中札内村一般会計予算について 

◎日程第１０ 議案第２０号 平成３０年度中札内村国民健康保険特別会計予算について 

◎日程第１１ 議案第２１号 平成３０年度中札内村介護保険特別会計予算について 

◎日程第１２ 議案第２２号 平成３０年度中札内村後期高齢者医療特別会計予算につい 

              て 

◎日程第１３ 議案第２３号 平成３０年度中札内村簡易水道事業特別会計予算について 

◎日程第１４ 議案第２４号 平成３０年度中札内村公共下水道事業特別会計予算につい 

              て 

 

○議長（髙橋和雄君） この際、日程第９、議案第１９号から、日程第１４、議案第２４号

までの平成３０年度中札内村一般会計及び各特別会計歳入歳出予算についての６件を一括

して議題にいたします。 

提出者からの提案理由の説明を求めます。 

森田村長、お願いをいたします。 

（森田匡彦村長登壇） 

○村長（森田匡彦君） ただいま一括上程議題に供されました、平成３０年度各会計予算の

提案の趣旨についてご説明申し上げます。 

 平成３０年度予算は、当初予算としては私の就任後初めて編成する予算であり、第６期ま

ちづくり計画後期基本計画の初年度となります。 
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 これまで行ってきた重点施策である子育て支援や定住促進施策を継続、拡充するととも

に、子どもからお年寄りまですべての方が安心して暮らせる村づくりのため、後期基本計画

に基づき、各施策、事業への反映を行っております。 

 平成２９年度の肉付け後の予算との比較では、一般会計は、対前年比１２．５％増となる

４５億３，８３０万円に調製し、五つの特別会計を合わせた総合計では、対前年比７．３％

増の５２億５，８５２万円に調製しております。 

詳細については、担当課長よりご説明申し上げますので、よろしくご審議、ご決定くださ

いますようお願い申し上げ、説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） それでは、補足説明をお願いしたいと思います。 

 はじめに、一般会計について、阿部総務課長、お願いをいたします。 

○総務課長（阿部雅行君） それでは、一般会計予算について補足説明をさせていただきま

す。 

 黒ナンバー１８番、中札内村各会計予算に関する資料、これに基づきまして説明させてい

ただきます。 

 １ページをお開きください。 

 はじめに、歳入ですが、目的別比較表で説明いたします。 

 １款村税についてですが、村民税は、個人村民税の増加などにより、全体で対前年比４．

５％の増となっております。 

 ３款利子割交付金、４款配当割交付金、５款株式等譲渡所得割交付金、そして、７款自動

車取得税交付金につきましては、前年度の実績などを勘案し、減額または追加しております。 

 ９款地方交付税は、前年比８，８７６万９，０００円の減で、内訳として、普通交付税は

１５億８１２万７，０００円、前年当初比約８，８７０万円、５．６％の減。 

 特別交付税は、１億１，０００万円で前年同額で計上しております。 

 普通交付税の大幅な減額は、これまで景気悪化を受けて計上されていた歳出特別枠の廃

止によることが主な要因になります。 

 １２款使用料及び手数料、前年比２，１３０万円増加の主な要因は、昨年度牛舎が完成し、

受入頭数の増加が見込め、牧場使用料の増加によるものが主な要因です。 

 １３款国庫支出金、前年比２，５２１万５，０００円の減ですが、これは戸蔦大橋の災害

復旧事業に係る補助金の減少が主なものです。 

 １７款繰入金、７億８，２６８万３，０００円の増加ですが、これは平成２８年にプール

建設時に借り入れした地方債を繰上償還するため、減債基金の繰入れを行うのと、堆肥化施

設、文化創造センターなど修繕工事に公共施設整備基金を繰入れするのと、新庁舎実施設計

に庁舎整備基金を繰入れするほか、財源不足分を財政調整基金から繰入れを行うため、大幅

に増加しております。 

 １９款諸収入、１，３７４万４，０００円の増加の主な要因は、借入額を拡大するため、

中小企業振興資金貸付金の預入金を６，０００万円から７，０００万円に１，０００万円増

額したことによるものです。 

 ２０款村債、９，６７０万円の増ですが、主な要因は、屋内多目的運動施設整備事業によ

り１億３，０４０万円借り入れを予定していることなどによります。 

 ２ページをお開きください。 

 歳出についてですが、性質別比較表により説明いたします。 

 １の人件費、前年比１，７４７万円の増加は、新年度、保健師の採用による人員増と退職
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手当の事前納付金の率の引き上げなどにより増加したものでございます。 

 ２の物件費は、７，４８６万円増加しております。 

 委託料で文化創造センター音響照明及び図書館業務や村民プール管理委託などにより増

加してございます。 

 需用費につきましては、学校給食食器類更新、交流の杜地下タンク修繕などにより増加を

しております。 

 ３の補助費等で、補助金・交付金が増加していますが、主な要因は、恵津美ハイツ改修に

係る補助金によるものでございます。 

 ４の扶助費の増については、介護給付、特例介護給付費が増加したことによるものが主な

要因であります。 

 ６の普通建設事業費は、前年と比較すると大きく増加していますが、３０年度は堆肥化処

理施設の修繕工事、多目的運動施設整備工事、消防自動車購入などにより増加をしているも

のでございます。 

 １２の公債費、元利償還額の増加は、繰上償還によるものです。 

 次に、３ページから５ページまでは、補助金・交付金の一覧表を前年比較で記載していま

す。 

 先ほど説明した恵津美ハイツ改修事業補助金が３ページの中段より少し下に記載されて

います。 

 ６ページから８ページは、３０年度の普通建設事業の一覧で、事業概要について右側に記

載をしております。 

 ９ページ、１０ページは、その位置図になります。 

 次に、１１ページですが、基金残高見込額調書です。 

 この表は、各基金の２９年度末及び３０年度末現在高を見込みで一覧にした調書であり

ます。 

 次に、１２ページから１５ページにかけては、村税の明細書であります。 

 それぞれ参考にしていただきたいと思います。 

 次に、１６ページから４７ページまで。 

 ここまでは、新年度予算の特に特徴的な事務事業の説明書となっております。 

 これらのうち特に説明の必要のあるものについては、審議時にそれぞれ担当課長からご

説明いたします。 

 最後になりますが、村長公約の一つでもある新規事業の職員提案制度を、新年度、予算反

映をしております。 

 今回の提案は、職員１０人から２２件の提案があり、村長、副村長、教育長と協議を行い、

職員の自主研修への助成、ラインスタンプの作成などこれまでの予算を活用して実施する

ものを含めて、７件の事業を実施しております。 

 以上で一般会計の補足説明を終わらせていただきます。 

○議長（髙橋和雄君） このほか、国民健康保険等の特別会計の補足説明は、午後から行う

として、１時まで休憩をしたいというふうに思います。 

 暫時休憩をいたします。 

 １時から再開をさせてください。 

 

休憩 午前１１時５８分 
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再開 午後 １時００分 

 

○議長（髙橋和雄君） １時になりましたので、引き続き会議を開きたいというふうに思い

ます。 

 それでは、補足説明を続けさせていただきたいと思います。 

 一般会計が終わりましたので、次に、国民健康保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計

について、坂村住民課長、お願いします。 

○住民課長（坂村暢一君） それでは国民健康保険特別会計から説明させていただきます。 

 黒ナンバー１８番、予算に関する資料４８ページ、目的別比較表をお開きください。 

 平成３０年から都道府県単位化が実施され、北海道が国保財政運営の責任主体となるた

め、それに伴い、予算課目が新設・廃止されます。 

 歳入では、国庫支出金のほか３項目、歳出では、後期高齢者支援金等のほか３項目が廃止

となり、新たに追加される項目は、歳入では、７款村債、歳出では、３款国民健康保険事業

費納付金、５款財政安定化基金拠出金の２項目となります。 

 最初に上段、歳入ですが、１款国民健康保険税は、北海道から示された国民健康保険事業

納付金をもとに算出した保険税の収納額を１億３，６４５万８，０００円とし、前年度比４

３０万円、３．３％の増と見込んでいます。 

 ２款道支出金は、国庫支出金がなくなり、北海道の特別会計を通じて道支出金として交付

されることになるため、前年度比２億５，５００万円の増で２億８，５１０万５，０００円

を計上しております。 

 ４款繰入金は、財政安定化新事業の減額により、前年度比４７０万円、１４．１％減の２，

８８１万円を見込んでおります。 

 次に下段、歳出ですが、２款保険給付費は、前年度比１，２９０万円、５．０％増の２億

７，０２８万４，０００円を見込み、３款国民健康保険事業費納付金は、本村の被保険者数、

被世帯数、所得等をもとに北海道で算出した額１億６，７８６万８，０００円を計上してお

ります。 

 ６款保険事業費は、６５８万９，０００円で、前年度比７３万円、１０．０％の減となっ

ております。 

 平成３０年度の国民健康保険特別会計の予算総額は、前年度比５，９００万円、１１．６％

減の４億５，０４０万円としております。 

 なお、本予算案については、過日開催された国民健康保険運営協議会において説明し、ご

了承をいただいております。 

 次に、５７ページ、後期高齢者医療特別会計について説明をさせていただきます。 

 後期高齢者医療特別会計は、全体で前年度比２４０万円、３．７％増の６，７２０万円と

なっております。 

 上段の歳入ですが、１款後期高齢者医療保険料は、広域連合による推計をもとに算出して

おり、北海道全体の被保険者数や平成２９年度の確定賦課時決定保険料により、前年に比較

してほぼ同額の４，６６８万７，０００円を見込み、２款繰入金は、一般会計からの事業費

繰入れ及び保険基盤安定繰入などで１７０万円、９．４％増の１，９９５万２，０００円を

見込んでおります。 

 次に、下段の歳出ですが、１款の総務費は、保険料軽減特例の見直しのための後期高齢者

システム改修により５０万円、２１．７％増の３０５万５，０００円を見込み、２款の後期
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高齢者医療広域連合納付金は１８０万円、３．０％増の６，３５３万５，０００円を見込ん

でおります。 

 以上で補足説明を終わらせていただきます。 

○議長（髙橋和雄君） 次に、介護保険特別会計について、髙島福祉課長、お願いします。 

○福祉課長（髙島啓至君） 介護保険特別会計について、同じく予算に関する資料をもとに

概要のみ説明させていただきます。 

 資料の４９ページをお開きください。 

 介護保険会計の予算総額は、歳出の総務費並びに保険給付費の増額により、前年度対比

５％、１，２８０万円増の歳入歳出同額の２億６，７３０万円となっております。 

 まず、ページ上段の歳入ですが、１款介護保険料は、第１号被保険者を前年よりも１０人

増の１，１２１人と見込んでいるほか、先ほど、平成３０年度からの第７期介護保険料事業

計画に基づく介護保険条例の一部改正をご承認いただきましたが、介護保険料の改正によ

りまして、前年よりも１，２７０万円余り、３０．２％増の５，４７６万７，０００円を計

上しております。 

 ３款国庫支出金は、２９年度の保険給付費の実績から、給付額増加に伴う国費の収入増を

見込み、前年度当初予算よりも２％増の５，９７２万６，０００円を計上しております。 

 その下、４款道支出金並びに５款支払基金交付金につきましても、国庫支出金と同様に若

干の収入増を見込みまして、道支出金が０．９％増、３，７５６万円。 

 支払基金交付金は０．２％増の６，５３４万４，０００円としております。 

 さらにその下、７款繰入金につきましては、介護保険料の改定に伴う収入額の増加から、

当初の段階では、介護保険事業基金の繰り入れを予定しない予算編成を組みまして、前年度

比２．９％減の４，９８９万１，０００円を計上してございます。 

 次に、下段、歳出ですが、１款総務費は、平成１２年度の制度創設以降、これまで使用し

てまいりました介護保険システムのバージョンアップに係る費用４８３万円並びに第７期

計画に関係した制度改正に伴う介護保険システムの改修、これに係る費用２４６万円程度

を見込んでいるため、前年度よりも６８０万円余り、９２．３％増の１，４１９万２，００

０円を計上してございます。 

 ２款保険給付費は、２９年度の給付実績並びに介護サービス受給者の増加見込みから、３．

４％増の２億３，５２１万５，０００円を計上してございます。 

 次に、４款地域支援事業費では、前年度途中より村の直営で実施することとなりました生

活支援体制整備事業に係る委託料の減額などから、前年度よりも１７０万円余り減、９％減

の１，７３５万２，０００円としております。 

 なお、今議会初日、村長の執行方針で申し上げましたが、地域支援事業において実施いた

します新たな介護予防教室の内容並びに介護経験者などの集いの場として設置いたします

中札内介護カフェにつきましては、説明を省略させていただきますが、事業の詳細を５５、

５６ページの事務事業説明書に掲載しておりますので、ご確認いただきたいと思います。 

 また、予算に関係した資料として、５０ページから５２ページにかけて、歳入歳出内訳明

細書を。 

 ５３ページに介護給付費の推移。 

 ５４ページには、保険給付費の内訳等を掲載しておりますので、併せてご覧いただければ

と思います。 

 以上、予算の概略を説明いたしましたが、平成３０年度予算案につきましては、２月２３
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日開催の介護保険運営協議会の議案として提出し承認を得ていますことを申し添えます。 

 以上で補足説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） 介護保険特別会計の補足説明が終わりました。 

 次に、簡易水道事業特別会計と公共下水道事業特別会計について、成沢施設課長、お願い

をいたします。 

○施設課長（成沢雄治君） それでははじめに、簡易水道事業特別会計の概要についてご説

明をいたします。 

 黒ナンバー１８、予算に関する資料の５８ページをお開き願います。 

 まず、目的別比較表で説明いたします。 

 予算の総額は１億２，２８０万円で、前年度対比１３．４％の減となってございます。 

 まず、歳入ですが、１款分担金及び負担金は２，６６６万６，０００円で、更別村及び中

札内村営農用水からの負担金が減額となり、前年度対比１，８３１万１，０００円、４０．

７％の減となっております。 

 ２款使用料及び手数料は、平成２９年度実績見込みから８，７４８万６，０００円を見込

んでおります。 

 ４款繰入金は、基準内繰入れとして元金償還金の２分の１に相当する８０８万５，０００

円を計上してございます。 

 次に、歳出ですが、１款簡易水道費は、前年度対比２４２万９，０００円、３．０％の増

となっております。 

 これは高区配水池耐震診断設計委託などによるものでございます。 

 ２款共同施設管理費は２，３３６万１，０００円で、前年度対比２，１３１万２，０００

円、４７．７％の減となっておりますが、平成２８年度の台風の影響による濾過池清掃委託

等が完了したことによるものでございます。 

 次に、５９ページをお開きください。 

 歳出予算の性質別比較表ですが、１の人件費では、職員３名分の人件費を計上しておりま

す。 

 ２の物件費は、南札内浄水場管理人及び作業員賃金、水道メーター検針等委託、調査委託

費、水道メーター購入費などを、前年度対比３６．２％の減となってございます。 

 ３の受水費は、広域水道企業団負担金として３，２００万３，０００円を見込んでおりま

すが、これは国営応急対策事業による導水管入替工事期間中の対応として、畑かん利用者へ

送水するため、前年度対比１１．６％増となっております。 

 ７の簡易水道事業基金費は、今後の水道施設の維持補修に備え、利子を含め１，４６５万

円の積み立てを見込んでおります。 

 次に、公共下水道事業特別会計についてご説明いたします。 

 ６０ページをお開きください。 

 目的別比較表で主なものをご説明いたします。 

 予算総額は１億９，６８０万円で、前年度対比２１．４％の減となっており、浄化センタ

ー監視制御設備更新工事の完了が主な要因となってございます。 

 まず歳入ですが、２款使用料及び手数料は、平成２９年度実績見込みから５，９００万６，

０００円を見込んでおります。 

 ３款国庫支出金２，３３０万円は、浄化センター設備の返送流量計、ポンプ水位計、流入

量計更新工事及び長寿命化工事の実施設計委託費など社会資本整備総合交付金を見込んで
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おります。 

 ７款村債は、浄化センター設備更新の財源として１，９９０万円を計上しております。 

 次に、歳出ですが、１款総務費６，０４７万１，０００円は、監視制御設備更新工事の完

了により前年度対比５，５４７万８，０００円、４７．８％の減となっております。 

 ２款浄化センター維持管理費４，０７８万円は、光熱水費、修繕費、指定管理委託料、汚

泥処理費などが主なものでございます。 

 次に、６１ページをご覧ください。 

 歳出予算の性質別比較表ですが、１の人件費は、職員１名分を計上しております。 

 ２の物件費委託料４，２０３万８，０００円は、浄化センターの改築更新分実施設計委託

費、ストックマネージメント計画策定委託、維持管理費、委託費などが主なものでございま

す。 

 ４の普通建設事業費２，９６０万円は、浄化センター設計設備更新工事などを予定してお

ります。 

 これで簡易水道事業特別会計及び公共下水道事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） 補足説明が終わりました。 

 お諮りをいたします。 

 議案第１９号から議案第２４号に係る平成３０年度中札内村一般会計及び各特別会計歳

入歳出予算の６件つきましては、本会議での質疑を３回までとする会議規則第５５条の規

定を適用しないで審議を進めたいと思います。 

 このことに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１９号から議案第２４号に係る平成３０年度中札内村一般会計及び

各特別会計歳入歳出予算の６件につきましては、会議規則第５５条の規定を適用しないで

審議を進めることに決定をいたしました。 

 もう一つ、お諮りをいたします。 

 審査の方法は、予算審査順序に従い、最初に一般会計の歳出予算を審査し、次に、歳入予

算全般を行い、引き続いて、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特

別会計、簡易水道事業特別会計、公共下水道事業特別会計の順に進め、最後に全般的に審

査を行いたいと思います。 

このことに異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 それでは、一般会計の歳出から審査を進めたいというふうに思います。 

 一般会計の審査順序については、１款、２款をまとめて。 

 次に、３款、４款、５款をまとめて。 

 次に、６款、７款、８款をまとめて。 

 その後、９款、１０款はそれぞれに。 

 １１款、１２款、１３款、１４款を一括して進めたいと思います。 

 各款の大まかな概略について説明を受けた後、各議員の質疑を受けたいと思います。 

 なお、質疑に当たっては、該当するページを述べていただくとともに、審査をスムーズ

にするため、１回の質疑は３問程度とするようご協力をお願いしたいというふうに思いま
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す。 

 それでは、予算審査を始めたいというふうに思います。 

 まず、１款議会費、２款総務費の概略説明をお願いしたいというふうに思います。 

 阿部総務課長、お願いをいたします。 

○総務課長（阿部雅行君） １款議会費と２款総務費の予算概要について説明いたします。 

 特徴的なもののほかは、予算に関する資料により説明させていただきます。 

 はじめに、黒番号１７番、予算書の４８ページをお開きください。 

 ４８ページの説明欄中段より少し下の方になります。 

 １７節土地購入費１，３３１万１，０００円は、ときわ野第４次分譲地の東側、基線沿い

の約６，２００平米を購入いたします。 

 平成２８年に購入した残地分になります。 

 価格については、２８年と同様、平米当り１，５８０円で、約９８０万円。 

 このほか、約４００万円は、宅地分譲の買戻し分を予算化しております。 

 この６，２００平米につきましては、景観に配慮した鑑賞植物を植栽する予定でおります。 

 ５９ページをお開きください。 

 説明欄中段、ふるさと会地域交流事業費、総額１０２万８，０００円ですが、この事業は、

ふるさと会３回の活動推進に係る経費ですが、３０年度は、東京ふるさと会が設立３０周年

を記念し、会員１７名が６月１６日、村に訪れ交流会などを開催いたします。 

 このときの交流費用、移動車両の借り上げなど、例年と比べまして２０万円ほど増加して

おります。 

 ６５ページをお開きください。 

 ６５ページは、選挙費になります。 

 知事及び道議会議員選挙費ですが、投票は３１年４月ですが、告示が３月予定ですので、

３０年度から予算化をしております。 

 特定財源として同額予算化しております。 

 それでは次に、黒ナンバー１８番、予算に関する資料の事務事業説明書により説明いたし

ます。 

 黒ナンバー１８番の１６ページをお開きください。 

 １６ページの下段です。 

 新庁舎建設実施設計委託は、平成３２年度までの建設に向け、実施設計と地中熱活用のた

め地質調査を行います。 

 特定財源として実施設計は庁舎基金を活用し、地質調査は、１０分の１０の補助金を活用

して実施いたします。 

 １７ページ上段の職員研修事業は、前年度に引き続き、北海道市町村振興協会が主催する

海外、道外、道内研修に参加し、行政能力の向上と広い視野を持つ人材の育成を図ります。 

 また、これまで北海道の自治体職員を対象に、名寄市、旭川市で２年ごと開催してきた地

方財政ゼミナール、このゼミナールを３０年、３１年と中札内村で開催する予定で、人口減

少下における地方財政の課題や国における最新の動きなどについて、全道の自治体職員と

ともに学んでまいります。 

 下段、街路防犯灯塗装工事は、昨年度から景観に配慮した街並みを進めることと併せて、

腐食を防止することも目的に、塗装が劣化した街路灯、防犯灯の塗装を計画的に行っており

ます。 
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 昨年度は国道沿い６７基、３０年度につきましては、３８号インター線より南側村道の４

８基を予定しております。 

 １８ページをお開きください。 

 公用車の更新事業です。 

 これにつきましては、老朽化した公用車の更新を計画的に行ってまいります。 

 ３０年度は、走行１７万キロメートルを超えた軽自動車から積載可能なバンタイプを北

海道市町村備荒資金組合の車両防災資機材譲渡事業を活用し、購入後の譲渡を受け、５年間

の償還で導入いたします。 

 こちらには記載していないのですが、この一般公用車管理事業で、職員の交通安全意識の

向上と事故対策で、全車両にドライブレコーダーを設置してまいります。 

 下段、コミュニティバス運行事業は、運行委託などで予算額９３７万４，０００円、村民

の生活の足確保のため、効果的な運行を目指してまいります。 

 また、イベント時の運行、体験試乗会を実施してまいります。 

 １９ページ上段、広報作成事業です。 

 より親しまれる広報誌を目指して、４月から表紙をカラーページにいたします。 

 また、７年ぶりに役場職員を紹介する冊子を作成し、全戸に配布する予定でございます。 

 下段、ふるさと納税の推進に係る事業です。 

 予算額は、返礼品と送料などで１，２０４万８，０００円と前年に比べ増額しております。 

 寄付者の利便性の向上を図るため、受付サイトを１カ所から３カ所に増やし、地場産品の

消費拡大と村の魅力ＰＲに取り組んでまいります。 

 ２０ページ、日本で最も美しい村連合事業は、予算額３０４万３，０００円、これは先進

自治体との情報交換や連合全体での取り組み。 

 また、北海道連携会議での活動のほか、このネーミングを活かした活動を行ってまいりま

す。 

 また、３０年度の総会フェスティバルは、北海道鶴居村で開催されることから、景観まち

づくり委員とともに参加をいたしてまいります。 

 下段、ふるさとづくり事業は、例年どおり予算は１００万円としますが、事業メニューの

中で美しい村連合加盟をきっかけに、住民の中から街中をきれいにしていく清掃活動など

の機運があり、それを支援する事業を加えてまいります。 

 ２１ページ上段、中札内花咲くコンサート事業は、予算額８００万円。 

 平成３０年度は３年目となりますが、交流人口の増加や村の魅力発信のため、帯広市、民

間企業と連携して実施いたします。 

 ３０年度の開催日は、７月２２日、日曜日を予定しています。 

 これまでより１カ月早い取り組みとなります。 

 チケットの購入も幅広い手段で入手できるよう検討しているところでございます。 

 以上で概要の説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） 議会費、総務費の概略説明が終わりました。 

 それでは、これから質疑を受けたいと思います。 

 １款議会費と２款総務費の質疑を受けたいと思います。 

 ページは３９ページから６７ページまでです。 

 質疑をお願いいたします。 

 ７番中井議員。 
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○７番（中井康雄君） それでは、予算に関する資料で質問させていただきますけれども、

２１ページ、中札内花咲くコンサート事業についてですが、８００万円という高額での事業

でございますけれども、今年で３年目ですか、まだそれを継続するメリット、また、今まで

の村民の方々がどの程度参加していたのか。 

 ちょっとそこら辺をお聞きしたいというふうに思っております。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） 花咲くコンサートを中札内村で開催するメリットですけれど

も、これにつきましては、やはり小さな中札内村がこのようなコンサートを発信するという

ことは、対外的にそれなりに大きな効果があると思います。 

 また、経済的効果につきましては、それほど宿泊施設があるから大きくはないかとは思う

のですけれども、道の駅等、当日は過去２年間においてもかなり混雑する状況は聞いており

ます。 

 また、ＰＲするちらし等に、中札内村の食事処等も昨年度からは記載するようにしており

ますので、そこら辺は経済効果があるのかなと思っております。 

 また、これにつきましては、広域的な事業、帯広市または民間企業と行っていますので、

ともに連携して大きな事業を取り組むということを協議しながら、帯広市の意見等を聞き

ながら進めていく中で参考になることも多々ありますので、そういう実行委員会形式で進

めている中でも職員に対してはメリットがあるかなと思っております。 

 当面は、来年で３回目になるのですけれども、支援していただく企業の意向で５年は継続

したいという意向を持っていますので、５年は実施していきたい考えでございます。 

 もう１点ご質問のありました村民の参加状況なのですけれども、村民が何人参加してい

るというのは押さえている状況にございません。 

 ただ、中札内村で開催しておりますので、村民の方が多く参加していただきたいというの

は私たち開催する者の意向ありますので、広くＰＲするような形は取っていきたいと思い

ます。 

 村民に対して、より参加してもらうような特典等はないのかという検討は、過去あること

はあったのですけれども、そのチケット等が必ずしもその本人が来るのかとか、そのような

問題がありますので、そういう面で今まではできてきておりません。 

○議長（髙橋和雄君） ７番中井議員。 

○７番（中井康雄君） ８００万円というかなり高額な金額ですので、いろいろそれを外部

に中札内村をＰＲする面とか、いろいろ今お話あった職員間のいろいろな勉強だとか、そう

いうのは分かるのですけれども、やっぱりせっかくこれだけの金額を投入するのであれば、

やっぱり村民になるべく多く参加していただきたく、何かいい案を出しながら、村民の方が

参加しやすいような、見ていただけるようなそんなことを努力をしていただきたいという

ふうに思っております。 

 人数的にも押さえていないということですけれども、参加している方々に聞いてみると、

あまり中札内村民の顔を見かけなかったような話もありますので。 

 せっかくのこういう事業でございますので、金額的にもかなり大きなものもございます

ので、なるべく村民の方も参加する中で、この意義を十分村民の方々にも理解していただく

ということも必要なことかと思いますので、このようなこともこれからちょっといろいろ

と検討していただきたいなと、そんなふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見としてお聞きしておきますが、この件について答弁あります
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か。 

 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） これから実行委員会が何回も開催されますので、今、ご意見の

あったようなことをどのような形でできるか話し合っていきたいと思います。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか。 

 ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） 関連でもありますけれども、今回３年目、５年は一応継続を考えて

おられるということでもありますけれども、村として実行委員会方式、例えば、村８００万

円予算計上してありますけれども、ほかの企業、また、帯広市がどのぐらいの金額で総予算

がどのぐらいになっているのか、ちょっとお分かりでありましたらお知らせいただきたい

と思いますけれども。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） ２９年度の花咲くコンサートの総予算とその財源の内訳

でございますけれども、総予算、およそ３，７００万円の事業費となっております。 

 内訳としましては、村からの補助金が８００万円、帯広市からの補助金が２００万円。 

 チケットの売上収入が８３０万円、残り１，９００万円ほどが企業からの寄付金となって

ございます。 

○議長（髙橋和雄君） ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） 予算、大体去年の額で聞かせていただきました。 

 村から８００万円、市から２００万円ということですね。 

 残りがチケット代と企業からの金額。 

 単純比較でありますけれども、当村で開催しているということもあっての８００万円計

上、人数的に考えたら２００万円がどうかという、私は思いはしますけれども、入場チケッ

トが８３０万円、多分村民の方々、これに参加をされておられる方々、村から８００万円と

いう予算計上、非常に認識が薄いかと思ってもおります。 

 村からこんなにこのコンサートに８００万円も出ていたのかという数字がちょっとあり

ますけれども、文化芸術を発信する村として、こういうコンサートも必要かとは思いますけ

れども、５年間、今後、今回３年目ですから後２年間は継続を考えておりますけれども、村

もこれに合わせて５年間というお考えはそのままであるのかどうかお聞きをします。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） 村の方につきましては、当面５年間継続して開催したい意向で

ございます。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか、ご質問は。 

 ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） それでは何点かお伺いをいたします。 

 ページはないのですけれども、執行方針の中で、私も今まで何回か言ってきたことあるの

ですが、新電力からの電力調達ということで、方針の中では今まで実施していなかった高圧

電力契約、いわゆる５０キロワットアワー以上を高圧と言っているみたいですけれども、そ

の１０施設を４月から実施をするということなのですけれども、その１０施設とはどこど

この施設なのか。 

 あるいはまた、予定している各施設ごとの効果額を教えてほしいのと、あと、低圧電力と

いうことで言ってみれば５０キロワットアワー未満かな、相当数の施設があると思うので
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すけれども、これらの実施についてはどういうふうに考えられたのか。 

 その辺を、状況について教えていただきたいというふうに思います。 

 それから、４７ページの職員の構成比ですけれども、先ほど、それぞれ研修をやるという

ことで説明がありましたよね。 

 これらについては、先ほども言われたとおり、村づくりの基礎となる人材育成と、こうい

うことで大切なことではないのかなというふうに私も考えておりまして、よって、それぞれ

海外、道外、道内、市町村アカデミーとかってずっと列記してありますよね。 

 これごとの、ちょっと細かくて申し訳ないのですが、参加人数をどういうふうに予定され

ているのかを教えていただきたいというふうに思います。 

 それから４８ページの委託料、村有木伐採委託２０万円ということで計上してあります

けれども、これはこの場所と内容を教えていただきたいというふうに思います。 

 とりあえず３点です。 

○議長（髙橋和雄君） 川尻総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（川尻年和君） 私の方から、研修及び村有木伐採について説明させてい

ただきます。 

 まず研修の方でございますけれども、今年度から市町村協会の外国、そして道外、道内と

いうことで参加してきております。 

 この部分に関しては、各１名ずつということで参加をし、次年度においても参加していく

ということに予定しております。 

 あと、市町村アカデミーが３名を予定しております。 

 そのほか、十勝町村会の研修、初級、中級、新規採用といったものについては、初級が３

名、中級が２名、新規採用については２名というような形で参加していく予定になっており

ます。 

 次に、村有木伐採委託の関係でございます。 

 この部分については、まだ場所等は特定しておりませんけれども、支障が出てきたところ、

随時対応すべく予算計上をしているところです。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） ３０年４月から新電力に切り替える１０施設についてご説明い

たします。 

 １０施設は、役場庁舎、保健センター、きらきら保育園、カントリープラザ、中小、中中、

村民体育館、交流の杜、プール、文化センター、１０施設です。 

 軽減額ですけれども、数字をまるめさせていただきます。 

 １０施設で５２０万円ほどなのですけれども、役場で４０万円、保健センター１５万円、

保育園２５万円、カントリープラザ２０万円、小学校９０万円、中学校３５万円、体育館４

０万円、交流の杜５５万円、プール８０万円、文化センター１１５万円。 

 合計すると先ほど説明した数字とちょっと合わないかもしれませんけれども、およそ１

０施設でこのぐらいになります。 

 とりあえず、今回高圧施設に絞ったのは、下がるメリットが大きいことから高圧施設にし

てございます。 

 低圧施設につきましては、メリットがそれほど出ない状況なので、今回は入れておりませ

ん。 

 新電力の方が昨年、一昨年あたりから割と安定した状況で、道内自治体取り入れてきてい
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ますので、その状況が続けば、低圧の方に切り替えという話もあるかと思いますけれども、

まずは高圧施設から切り替えていくという考えでございます。 

 低圧については、何年に替えるという計画は、今のところはございません。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 新電力の方はよく分かりました。 

 やはり努力することによって、５２０万円という大金が削減されるというか、効果額出て

くるわけですから、ここら辺についても最低限努力しなければならない項目かなというふ

うに思っていまして、そうすると、ほかの１０施設以外の施設についての高圧電力５０キロ

に該当する村の施設はないという、そういう解釈でいいのですかね。 

 一応、５０キロを上回るものについてはすべてこれに載せているという感覚でよろしい

のでしょうか。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） 今回、この１０施設に絞ったのは、削減効果が多い施設１０施

設という形で行いました。 

 当初、実施するにあたって、見積書をいただいてから効果の大きい施設を選びましたので、

このほかにも高圧の施設ある可能性あります。 

 申し訳ありません。 

 今はこの場にはその資料がございませんので、ほかにもある可能性はあります。 

 ただ、先ほど説明したとおり、安定した供給が受けれるようになれば、ほかの施設にも広

げていきたいという考えは持っております。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 今、課長言ったとおり、厳しい財政ですから、この５２０万円とい

うのは非常に大きいわけですね。 

 さらに、この高圧電力、ほかに何施設あるのかちょっと分からないのですけれども、多少

の節減効果額にしても、担当者の努力によって何十万円、何百万円という数字が出てきます

ので、ぜひ、その辺詰めていただいて、できるものは新たにまた新電力に切り替えていただ

きたいなというふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見としてお聞きしておきたいというふうに思います。 

 そのほか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） お聞きします。 

 ページ数でいくと４３ページになるかと思います。 

 総務管理費の中で、市町村交流事業補助金ということで１０５万円が提示されておりま

す。 

 これは多分、昨年度から実施しました友好都市川越のアンテナショップの内容かなとい

うように思います。 

 ここで、昨年の説明でいくと、２年間ぐらいは実施したいということであったのが、１年

で止める結果になったというようなことかなと思います。 

 それで、去年、私も川越のアンテナショップが設立されて動いていくということすごく喜

びを感じて、成功すればいいなというように思っていたところなのですけれども、これが１

年で違う方向に転換しなければならないということになったということについては残念に

思っているところであります。 
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 それで、去年実施した中身の実績ですね、どういうようなことをやってどういう実績にな

ったのかということと、検証した結果が次の段階の事業の展開になったと思うので、その検

証の中身ですね。 

 それと、今年度新たな方法でそれに替わる催事を実施していくのかなというような中身

かと思いますけれども、その内容ですね。 

 それについてお願いいたします。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） 今年度のアンテナショップの実績ということでございま

すけれども、昨年４月にアンテナショップ立ち上げまして、当初、８事業者協力のもと６６

種類の商品を用意して、川越の丸広百貨店本店の地下食品フロアにスペースをお借りして

実施しております。 

 １年間やってきた中で、今回、加工品中心で出店してきたわけなのですけれども、常温品、

冷蔵品、冷凍品といろいろな加工品用意して進めてきたのですけれども、なかなか季節での

入れ替わりがあまりないですとか、お客様の反応で、どうしてもやっぱり北海道から、中札

内からということですと、野菜ですとかその辺のものを希望される方が多いというような

声も多くございました。 

 ただ、実際運営に当たりましては、スペースの問題ですとか、加工品、常温品に比べて消

費期限限られてきますので、その辺の取扱いの問題、そのようなものがありまして、あまり

野菜などの販売はできないような状況で行っておりました。 

 売上に関しましても、当初、４月の時点で８０万円程度ございましたが、最終的には２０

万円から３０万円で推移してきております。 

 販売促進に当たりましては、オープン当初、卵等の無料配布などＰＲを行っておりますし、

ゴールデンウィークには、川越の丸広の催事に合わせて職員を派遣して、ピータンの着ぐる

みなども持っていってＰＲを行っております。 

 夏と秋に２回ほどスポット的にイベントを計画していたのですけれども、ちょっと夏の

方は事業者さんとの日程が合いませんでしたので、１１月にフロマージュさんとベジハー

トさんに参加していただいてイベントを行っております。 

 併せて、１１月の際には、南十勝のＰＲということも行いまして、広尾町さん、大樹町さ

んにご協力いただきまして、海産物の加工品の販売も行ってきております。 

 検証結果、１年間やった結果としましては、どうしてもちょっと加工品中心だと村の強み

が活かせないという部分、率直に感じましたので、今回の出店をきっかけに、丸広さんのバ

イヤーの方が中札内に訪れて、中札内の商品をいろいろ見ていただいた結果、丸広さんで行

っている北海道物産展、埼玉県川越店含む８店舗あるのですけれども、そちらで商品買取で

中札内の物産を販売したということにもつながってきております。 

 買取でそのようなスポット的にできると、卵ですとか野菜なども短期間での販売なので

取扱うことが可能ですので、今回、市町村交流事業補助金の方にも、新年度そのような北海

道物産展などに事業者とともに参加できるような形で予算計上をしているところです。 

○議長（髙橋和雄君） ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 理由内容は分かりました。 

 当初、もうちょっと売れるのかなと思って準備したものが、加工品が主だったこともあり、

それがなかなか思うように売れなかった。 

 本当は求めているものは野菜類だったのかなということが、それに応えることができな
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かったという、物流的にやはり中札内と川越では、その新鮮な野菜類や何かを送るというこ

とは難しい点もありますけれども、去年の夏は、この中札内においても思うように野菜が収

穫できなかったというようなことが私は感じていましたので、そういったことでなかなか

そちらの方にも送ることができなかったなということが思いますし、８業者が参加してい

ただいたということですけれども、その中で、やはり野菜を取り扱っている業者が少なかっ

たのかなというように、今の説明を受けて考えていました。 

 実績については分かりましたけれども、先ほどちょっと気になった点は、向こうの業者が

今度は中札内の商品を買い付けに来て、それを買って向こうの店舗、８店舗ですか、川越の

８店舗で売るというような中身だったのですよね。 

 そうすると、その８店舗の人たちが来て、代表で来るのか、それぞれの店舗の人たちが来

るのか分かりませんけれども、それは中札内全体の商品を対象として、そのバイヤーの人た

ちがそれをするのかという、その特定の品物なのか、それとも中札内全体を含めた商品をバ

イヤーの人が見て買っていくという内容なのか。 

 その点ちょっと詳しく教えてください。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） 今年度の川越の方の北海道物産展につきましては、丸広

さんの方で北海道物産展を毎年、年に３回やっているのですけれども、それにあたりまして、

せっかく北海道から参加しているアンテナショップに出している中札内村があるというこ

とで、中札内村の商品もぜひ使いたいということでの話でした。 

 ですので、商品の選定は相手方の方で選んだものを送っているような形になりまして、特

にそこに中札内ブースというところまではできていないような状態です。 

 せっかくこういうつながりができたものですから、次年度は、もしそこら辺に、もう少し

中札内ということで深く関与していければいいなということで考えております。 

○議長（髙橋あました。 

 その金額の内容についても大体、今年、方向転換をして、そのことが効果的に進めばいい

なというように思います。 

 それで、ここに丸広百貨店で、昨年というか、２９年度は展開したわけですけれども、こ

の中でやっぱりＰＲが大切ということが、森田村長は一生懸命言っていたのかなと思いま

すけれども、そのＰＲの内容が充実してできたのか。 

 それとも、こういう点がちょっとＰＲ不足だったのかなというような反省がありました

らお願いいたします。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） ＰＲの部分でございます。 

 まず出店に当たりましては、川越市内の新聞への折り込みなど、９万枚ほど作成しまして

折り込んできております。 

 そのほか、向こうの埼玉新聞さんでの取材ですとか、川越氏の広報を通じた周知を行って

おります。 

 また、丸広百貨店での出店ということですので、デパートのちらしにも随時何かやるたび

には載せていただいております。 

 丸広さんのホームページにも川越市のホームページの方にも掲載しております。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 ５番男澤議員。 
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○５番（男澤秋子君） 丸広百貨店のアンテナショップについては、やはりいろいろな方法

で今年は新たな方法で進めていって成功することを期待いたします。 

 それでは続いて、予算資料の１８ページのコミュニティバス運行事業がございます。 

 それについてちょっと質問させていただきます。 

 この事業は、２９年の４月から本格的に事業を開始して、大体１年間ちょっと経ちますけ

れども、この中でやっぱり利用者の意見を聞きながら、路線の変更ですとか、乗りやすさな

どを工夫して、そして進めている事業なのですけれども、今回の３月号の広報の特集でもこ

のことが取り上げられて、利用者の意見などが載っておりましたけれども、全体的にどうい

うような意見があったのか。 

 広報で載せられていた意見のほかにもどういった意見があったのか。 

 その点と、あともう一つは、このコミュニティバス、臨時的にいろいろな催事があったと

きに、何回かコミュニティバスを運行して乗客を乗せて目的の催事などに利用していたか

と思いますけれども、実は私、今年の事業の中で、桜の花が咲く開花時期に、このコミュニ

ティバスを利用して開花時期１回か２回、この場所に村民の方を乗せて、そこの開花時期に

乗せて利用できないかというようなことがちょっと感じたので、そのことが今年はできる

かどうか。 

 私、あそこの桜六花公園の場合は、全然車のない人はなかなか行ける場所ではないので、

その点ちょっと行ければいいなという意見をいただきましたので、そういうようなことを

考えているかどうか。 

 お願いします。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） まず、コミュニティバスくるくる号に関する意見の部分

なのですけれども、バスの利用者の方だけではなくて、利用しない方の意見も合わせて聞き

取りしております。 

 やはりバスのメリットとして予約しなくても決まった時間に通るということで、予約の

わずらわしさがなくていいというような意見もいただいております。 

 その反面、時間もルートも決まっていますので、その辺ももちろん不自由だという意見も

あるのですけれども、利用者数の方は、昨年に比べまして伸びてきておりますし、意見の中

で、農村部のルートについて、農村部もともと福祉バスのルートを参考にある程度決まった

利用者の方がいますので、踏襲したような形でルートを決めていたのですけれども、どうし

ても農村部ひと回りでいきますと、乗車時間が１時間近くかかってしまう傾向がありまし

たので、その辺の意見を踏まえまして、新年度からは、広報でもご説明したのですけれども、

農村部を２回に分けて回るような形で、なるべく乗車時間を短くするような形で組み直し

ております。 

 また、市街地の方におきましては、農協さんの直売所、新たにできましたので、そこもル

ートの中に盛り込むようにしております。 

 臨時の方の部分なのですけれども、昨年度は４回、ＰＲ含めて臨時運行いたしました。 

 七夕まつりと村民盆踊り、秋の道の駅フェア、ちょうどその時期、農協の直売所もオープ

ンしたということで、道の駅と農協直売所を走らせています。 

 もう一つが衆議院議員選挙のときの運行になります。 

 桜の開花時期に合わせたコミュニティバスの運行なのですけれども、どうしても桜の開

花時期、年によって変動ございますので、くるくる号の方は運行日決めているものですから、
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なかなか合わせてというのが難しいのではないかなと考えております。 

 観光の事業として別に検討していくようなことで聞いております。 

○議長（髙橋和雄君） ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 分かりました。 

 意見や何かも分かりましたし、私も意見として聞いた中では、やはり本当に便利だし、乗

っていてもすごく運転手さんも親切だしというようなことで、良い意見は私も耳にしてお

ります。 

 それで、今、ＪＡの直売所にも今回通る予定になっていますか、市街地。 

 私、このルート内容を見たら、ちょっと農協の直売所が、そこを回るルートになっていな

いような気がしたので、農村部はありました。 

 だけれど、市街のルートにはなかったように思いますけれど、今の説明でいくと、あると

いうような内容だったのですけれども、私もこの市街地の人たちもそこの場所がある程度

行くという人もいますので、そこら辺の検討がされていたのか、されるのか。 

 その点についてお願いします。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） 今、議員からお話ありましたとおり、農協の直売所は新

年度のルートでは、農村部線という名称のルートで入れております。 

 農村部線と言いましても、市街地から直売所まで走りますので、市街地の方もご利用いた

だけるようになっておりますので、その辺は市街地と逆に曜日が違いますので、１日にいろ

んなところ買い物に行くような時間の配分はなっていないので、平日の買い物は例えば市

街地線でマックスバリュですとか行けますし、農協直売所は農村部線の日に行けるような

形でと考えて予定しております。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） それでは、３点ほどお願いします。 

 ４９ページの街路灯、防犯灯取替工事ということが今年も出ておりますけれども、これは

ＬＥＤ化のための取替工事だというふうに思うのですが、今年、何基計画されていて、あと

何年工事が続くのか教えていただきたいと思います。 

 それと、５８ページのふるさと納税謝礼の関係です。 

 資料では１９ページですけれども、そこに書いてあるとおり、村の魅力をＰＲするととも

に、ふるさと納税の推進を図りますということで、平成２９年度８００万円歳出で見ていた

ものを１，２００万円に増額して、過去についてはあまり力を入れていないようなことで私

も発言したことあるのですが、かなり力を入れてやるのだなということで理解をする数字

だというふうに見ております。 

 それで聞きたいのは、やはり今、去年の４月からかな、返礼上限ということで、額という

ことで、寄付額の３割までに抑えられるように国の通達でなされているのですね。 

 これもいたし方ないのかなというふうに思うのですが、そんなことを踏まえて、ここには

特産品メニューの充実ということで書いておりまして、やはり寄附する人についてはこの

特産品を、すべてではないですけれども、かなり期待をされておって、十勝管内の町村にお

いてもかなりこのふるさと納税の額については非常に財源として取入れているところが多

くて、うちを見ると、かなり下位に位置されるのですよね。 

 ぜひ、ここら辺、今年を初年度として大いに、上士幌までいかないとしても、やはりそう

いう努力が必要でないのかなというふうに思いまして期待をしたいというふうに思ってお
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ります。 

 それで、歳入予算ではちょっと分からないものですから、どこに幾ら計上されているのか。 

 その辺をお聞きをしたいというふうに思います。 

 それから、３点目としては、日本で最も美しい村連合ということで、２０ページにそれぞ

れ記載されておりますし、あらゆる方面で街中がきれいになるようにということで、各種い

ろんなメニューというか事業予定されているわけですね。 

 それで私も昨年度かな、ちょっと話したことあるのですけれども、やはり住民にそういう

形でやっていく場合に、基本となるのはやっぱり公共施設自体が環境整備がなされている

ことが基本だと思うのですね。 

 それで、環境整備ということは、いわゆる草刈り、草取り、清掃、樹木整理ということな

のですが、私も見て歩くと、えらい草伸びている、草ぼうぼうだねというところが気に付く

ものですから、まずやはりその辺については職員が基本となって環境整備に力を入れる、で

きなければ賃金や何かを見て整備をしないと、それぞれ日本一の景観についてはいいのだ

けれど、細かく見ると公共施設のあちこちで草が伸び放題ということで、これについては一

気に直るとは、組織ですからならないと思うので、昨年も言ったように、毎月定例庁議開い

ているわけですから、そこでお互いがチェックし合うというのかな、ということでいかない

と、なかなか徹底されないと思うのですね。 

 よって、各課が所管する行政財産、普通財産について、ぜひそういう方向に向かって、毎

月の定例庁議でチェックを、今もしているというふうに思うのですが、そのほかに方法もあ

るかもしれないですけれども、ぜひそんな方向に向かって、基本は公共施設の環境整備から

ということでぜひ捉えて進んでいってほしいなというふうに思いますので、そこら辺、所管、

総務課になるのかな、その辺どういうふうに考えられておられるのか伺いたいなというふ

うに思います。 

 以上、３点お願いをいたします。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） 私の方から、ふるさと納税の関係についてご説明します。 

 まず、３割の返礼品の割合の関係につきましては、中札内村は、当初からその程度の設定

で返礼品をご用意しておりましたので、現時点でもそこは守られております。 

 返礼品の充実の部分につきましては、アンテナショップでもやっぱり中札内村の季節の

農産物の声というのをよく聞きましたので、昨年度は、通常の設定している返礼品に加えて、

季節限定の商品というものを数量限定で用意しておりました。 

 例えば、アスパラですとかスイートコーンなどを、その季節に合わせて期間限定、数量限

定でご用意しまして、かなり反響もよかったです。 

 予算のふるさと納税の歳入の部分なのですけれども、実はこれまで当初予算では、寄付金

の歳入計上しておりませんでした。 

 近年１，０００万円を超えるような寄付額になってきておりますので、今年度からは当初

予算で、予算書で３２ページになりますけれども、寄付は相手方の意向により寄付先が決ま

るものですから、確実に見込める部分ということで、当初予算では福祉基金寄付金のうち２

００万円、ふるさと活性化基金寄付金５００万円を当初の歳入として計上しております。 

○議長（髙橋和雄君） 川尻総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（川尻年和君） 私の方から街路灯のＬＥＤ化、省エネタイプに更新とい

う関係と、公共施設の草刈りというこの２点について説明申し上げます。 
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 まず街路灯の省エネタイプへの取替工事ですけれども、毎年３０基、次年度においても３

０基を予定しております。 

 村が管理する街路灯、防犯灯につきましては、村内に６５０基ございます。概ね６５０基

ございまして、そのうち、今約３３０基やってきております。 

 毎年３０基ずつやっていきますと、残りあと１０年程度かかるかなというような形にな

ります。 

 それと、公共用地の草刈りなのですけれども、こちらの部分につきましては、積極的に草

刈りを行っていきたいと思いますし、情報収集も含めて、積極的に行うとともに、自分たち

でも公共用地の草刈り、あと、社協の方にもお願いして情報提供をいただくなど、草刈りに

努めてまいりたいと思う所存でございます。 

○議長（髙橋和雄君） １時間１５分過ぎましたので、１５分ほど休憩したいなというふう

に思います。 

 ３０分まで休憩をさせてください。 

 

休憩 午後 ２時１７分 

再開 午後 ２時２９分 

 

○議長（髙橋和雄君） 皆さん揃いましたので、休憩前に引き続き会議を開きたいと思いま

す。 

 １款議会費と２款総務費をやっておりますが、さっきの黒田議員の質問の中で、公共施設

の草刈り等のチェック体制をどうするかということの答弁がまだ出てきておりませんので、

答弁を願いたいと思います。 

 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） すべての課に渡って公共施設を管理しているということがござい

ますので、私の方で答弁をさせていただきたいというふうに思います。 

 昨年も通常ですと草が伸びて伸び放題の状況や何かのときに、それぞれ管理をする側と

しては、社会福祉協議会の方に依頼をして、通常年２回だったら、その１回目を最初どこで

やるとかという打合せはやって管理をしているわけでございます。 

 そのタイミングがうまく合わなかったり、雨が続いて草の伸び方が非常に多いだとか、そ

ういった場合については、当然、２回目を早めたりだとか、そういった措置をそれぞれの施

設でやっているというふうに認識しております。 

 ただ、それが気付かないでということもございますので、黒田議員からご意見としてあっ

たように、昨年もそうでしたが、私の方から各課に対しては、自分のところが所管している

施設については、適正な維持管理をするようにという通知を出させていただいております。 

 それを定例庁議の中で毎月定例庁議は行われていますので、その場で出すかどうかとい

うことは別にしても、それなりに必要なときには、そういう通達を出すなりで、しっかりと

管理をするよう各課に対しては通知を発布したいというふうに思っているところでござい

ます。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 今、副村長言うとおりだと思うのです。 

 なかなかこの環境整備というのは、そんなことで１回通知を出す、きれいにしてくれとい

うことでなかなかきれいにならないのですね。 
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 よって、私は、１カ月経つとまた草が伸びたり除草が増えるので、なかなかその徹底する

というのは非常に難しいのかなという気がするものですから、お互いチェックし合うとい

うのかな、基本的なことをチェックし合うということにいくことによって定着をすれば、き

れいな形が持続するのではなかろうかなというふうに思うものですから、例えばというこ

とで、この毎月開かれている定例庁議で、お互いがチェックする体制というのを取ることに

よって、まず公共施設の環境整備を基本として、このように皆さん方も個人の方も、日本一

なのできれいにしてくれよと、そういうことが必要でないのかということで、これは社会福

祉協議会に頼むことだけでなくて、その施設に職員がいるとすれば、自らがやっぱり、仕事

の状況にもよりますけれども、職員自らが草刈りをするということも、意識高揚のためには

私は必要でないのかなというふうに思いますので、ぜひ、そんなことで、平成３０年度から

公共施設、今までよりも少しきれいになったなという形で、ぜひ、各課が所管する行政財産、

普通財産について、全職員が気を配るようなことで内部統一していただきたいなというこ

とで申し上げたいというふうに思います。 

 それとあと、ふるさと納税については、今もいろいろ話ありました。 

 とにかく今年から特に力を入れたいという村長の気持ちも分かりますので、ぜひ、ここら

辺の特産品のメニューの充実、これらについて、優秀な職員たくさんいるわけですから、そ

の中でどうすることによって喜ばれる返礼品ができるのかということを考えれば、いろん

な形があると思うのですね。 

 ぜひ、こんなことも期待をしたいなというふうに思います。 

 それとせっかくですからもう１点ですけれども、５９ページの小規模企業支援補助金３

００万円とあるのですが、先日行われた初日の段階かな、補正予算で同じ補助金全額減額さ

れていますよね。 

 ということで、実績ゼロなのですけれども、ぜひ、このことについては、中の要項を見る

と、期待されるメニューや何かあるのですね。 

 新規起業、新分野進出、３００万円、２００万円という限度額でもってという補助金の内

容になっているのですが、ここら辺についても、ある商工会の人から聞いたことあるのです

が、もっと使いやすいというのか、もっとこうであれば利用したいのだがということを聞い

た記憶があるのです。 

 よって、総論ですけれども、そういった方々に魅力のある補助金に、私はいろんな意見を

聞いて見直す必要性があるのでないのかなというふうに考えるものですから、今回の予算

委員会でちょっと発言させていただきました。 

 どこをどうのこうのということはちょっと案的にないのですが、ぜひそんなことで皆さ

んに喜ばれる地域活性化につながる一つの補助金ということで、ぜひ検討をお願いをした

いというふうに思いますが、いかがお考えかお答えをいただきたいと思います。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） 小規模企業支援の３００万円につきましては、確かに平成２９

年度につきましては、予算額すべてなかったことから落とさせていただきました。 

 ただ、この間、この補助金を利用したのは４件ございます。 

 ４件につきましては、川越市のアンテナショップへの商品の提供など。 

 そして、帯広への進出など着実に商品販売を受けて実績を上げてきている状況です。 

 また、村につきましても、その実績について実績報告書を提出いただいて状況を確認して

いるところです。 
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 ただ、今、この小規模企業支援の補助金を使いやすいような形、もっと広げるような形と

いうことなのですけれども、今、小規模企業支援事業につきましては、新たに起業する方。 

 そして、新たな分野を目指す方、その方を応援している事業ですので、今、私どもが持っ

ている事業につきましては、この形で行きたいと思っています。 

 そのほか、総務課ではないのですけれども、産業課の方では、新規、中心市街地の空き店

舗を利用ですとか、そちらの方を拡充してきていますので、そちらの方を利用できる事業者

は出てくるのかなと思います。 

 それにつきましては、商工会とこれまでも十分連絡を取ってやってきていますし、商工会

からの情報もこれまで十分入ってきている状況にあります。 

 このようなことから、小規模企業の方は今の形で行くような考えでいます。 

 ただ、ずっとこのまま行くのですよということではありません。 

 より広く新たな起業したい方、出れば見直す考えはございますけれども、とりあえず３０

年につきましてはこの形で進めていく予定でございます。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 課長言うことについては分かりました。 

 けれども、それにこだわることなく、なお商工会等々の意見等も聞いて、ここについては

もっとやっぱりこうやった方が使いやすい、こうやりたいという意見等を大いに吸収する

中で見直し等が特にあれば、やっぱりそれに沿うのも一つだと思うのですね。 

 併せて、これはＰＲ不足もあってということもちょっと考えられるのでないかなという

ふうに思いますので、ぜひそこら辺は、商工会がすべてになるのかちょっとどうか分からな

いですけれども、ぜひ、ＰＲと内容の充実についてさらにお願いをしたいということです。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見として聴取しておきたいというふうに思います。 

 そのほか。 

 ６番宮部議員。 

○６番（宮部修一君） ふるさと納税についてちょっとお伺いします。 

 中札内村のふるさと納税の寄付金も年々増えてはきているのですけれども、まだまだ管

内の中ではちょっと低い方だということで、村長もいろいろなところで、今年の目標１億円

というような目標を言われてきたと思います。 

 そんな中において、今年、受付のサイトを１カ所から３カ所に増やすですとか、また、特

産品のメニューの充実などを掲げられているのですけれども、納税の推進費、経費の方で１，

２００万円ほど見ているのですけれども、先ほど、入ってくる収入の方の見積りといいます

と、さっき、福祉基金で２００万円、それとふるさと活性化で５００万円、７００万円ぐら

いしか見ていないのですけれども、返礼品だけで８００万円ほど見ている中において、ちょ

っと収入の見込みがあまりにも少ないなというふうには思うのですよね。 

 どうしても決まって入ってくるものではないのでなかなか多く見積もることは難しいの

かなと思うのですけれども、それにしてもちょっと少なすぎるのではないのかなというよ

うな感がいたします。 

 それで、返礼品なのですけれども、昨年度というか２９年度も人気があった豚肉などのメ

ガ盛りあたりが途中で品切れ状態だとかそういったこともあったのですけれども、この返

礼品の供給体制について、本当に、もし増えていったときに確保できるのか。 

 その辺どうなのかちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 
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○総務課長（阿部雅行君） ふるさと納税の歳入につきましては、先ほど７００万円ともう

しあげましたけれど、あくまで価格を抜いた数字なので、７００万円ということです。 

 そして、２９年度までは当初みていませんでしたけれども、３０年度からみるようにして

います。 

 実際なのですが、実際はご存知のとおり、平成２９年度におきましては２，０００万円近

く入っていますので、特に何もなければ、そして全国的にこのふるさと納税の状況が今みた

いな形で進めば、このぐらいは入ってくるのではないかなと感じております。 

 あと、事業者に対する供給体制ですけれども、これにつきましては、今の数字的であれば

賄える形になっています。 

 これが２倍、３倍、もっと増えるようなことになってくれば、当然事業者としては規模を

拡大していくような形取らなければならないと思います。 

 それにつきましては、今、既存の商工関係の事業資金の利子補給ですとか、そのような形

の助成はできるかなと思います。 

 新たな形は、今ないのですけれども、そちらの方の活用をしていただければよろしいかな

と思っております。 

○議長（髙橋和雄君） ６番宮部議員。 

○６番（宮部修一君） 返礼品の人気度を見ていると、やっぱりどうしても肉類ですとか海

産物ですとかそういったものがある程度人気が高いと思うのですけれども、やっぱり中札

内もこういった昨年あたりから豚肉等が人気出てきているということで、中札内は豚かな

り多いので供給的には不安はないのかなと思いますけれども、今回の大雪でちょっと被害

もあったわけですけれども、ぜひ、そういった供給体制、増えていくことも信じて、その辺

もしっかりと確認していっていただきたいなというふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） これもご意見として聴取しておきたいというふうに思います。 

 そのほか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 資料でいくと２０ページになりますし、予算書でいくと５９ページ

になります。 

 ふるさとづくり事業補助金ということで、今までのメニューに加えて新たに３０年４月

から新しい村づくり推進事業を新設ということで、その中身として、美しい村づくりに寄与

すると認められる活動に対して助成するということで、先ほど説明がありました。 

 村の中をきれいにしていく事業に対して助成をしましょうということだったのですけれ

ども、想定している事業の内容ですね。 

 それと、どれだけの予算というか補助が想定されているのか。 

 それと同時に、行政区でも道路の清掃ですとか河川の清掃、それらが行政区によっては行

われていると思うのですよね。 

 それは行政活動として別にまたそれはそれ、補助はされているということがあると思い

ます。 

 それとどう違うのか。 

 その違いですね。 

 それらについてお願いいたします。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） ふるさとづくり事業の景観の取り組みの部分についてで
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す。 

 昨年度の補助金で、景観ツアーに対する補助金というのがございました。 

 そちらは単年度のみの補助金だったのですけれども、景観まちづくり委員会などの中で

も、景観ツアーですとか、村の外の方含めて中札内の景観づくりの取り組みを伝えるのにい

い取り組みだというような評価いただいていますし、継続して実施したいというような声

ですとか、村の景観だけではなくて村の歴史含めた部分で勉強会みたいなのもできればと

いうようなことも、ほかにも声がありましたので、単年度ごとの補助金ではなくて、ふるさ

とづくり事業の一つのメニューとして、今回追加を予定しております。 

 行政区の活動の部分については、これまでの行政区の活動交付金ございますので、そちら

での対応になるかと考えております。 

○議長（髙橋和雄君） ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 分かりました。 

 そしたら、この新しい事業については、景観づくり事業推進の一つがここに加わったとい

う理解でよろしいのでしょうか。 

 その確認だけです。 

○議長（髙橋和雄君） 氏家総務課課長補佐。 

○総務課課長補佐（氏家祐介君） そのように考えております。 

○議長（髙橋和雄君） そのほか。 

 １番北嶋議員。 

○１番（北嶋信昭君） 先ほどありました花咲くコンサートについての質問ですけれども、

最初に村としての経済効果があると、そういうような話でありましたけれども、８００万円

という金、村から出ているのですけれども、これだけの経済効果を掴むということは大変な

ことなのですけれども、まず最初に、経済効果ってどこまで出てどういう見通しをしている

か聞きたいと思います。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） 経済効果につきましては、数字的なものは調査を行っていませ

んが、当日の道の駅等の入り込み状況から見て、平日、休日に比べて、このコンサートの日

にはかなり多くのお客様がいらっしゃるので、そのような形で経済効果があるという話を

させていただきました。 

 また、当然、道の駅だけではなくて、それに伴うガソリンスタンド等、車で来られる方が

多いですので、そのような方も当然中札内村のそういうスタンドを利用していらっしゃる

とは確認してございます。 

 ただ、村の単独で８００万円出していますので、その８００万円には及ぶとは私も思って

おりません。 

○議長（髙橋和雄君） １番北嶋議員。 

○１番（北嶋信昭君） 経済効果ってそうだと思うのです。 

 １日ぐらいしかないからそれしかないのだと思うのですけれども、先ほども答弁にあり

ましたけれども、村民参加が少ないと。これはなぜなのかと。 

 その辺は調べたことありますか。 

 村外から来ることの経済効果はあるとは言っていますけれども、村民がなぜ参加できな

いのか。 

 この辺を調べたことありますか。 
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○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） 村民の参加が少ないことにつきましては、調べてはおりません。 

 ただ、中札内村で開催しますので、広報を活用したり、情報無線を使ったりして広く周知

してきていることは間違いなく事実でございます。 

 村民が参加しやすいような形をどう取るか。 

 それがやはりここ１回、２回開催してきた中での課題になるかと思います。 

 村民につきましては、村民は何かあれば参加していただけると思います。 

 コンサートの中で、村民が参画する場を設けるですとか、一つの例ですけれども、そのよ

うな形を取れれば、その人を伝って参加が増える可能性はあるかなと思っております。 

 まずは、広くＰＲをして声をかけていくことが第一だと思います。 

○議長（髙橋和雄君） １番北嶋議員。 

○１番（北嶋信昭君） 二つの返答をいただきましたけれど、これ個人的に意見でないので

すけれども、村民的に言いますと、８００万円も使ってあれだけのコンサートで村内の人が

参加できないようなところにはやる必要がないという言葉が多いのですよね。 

 あそこになぜ行けないかという一つの中には、歩くところが遠すぎる、お年寄りが 

行けない、体の不自由の人が行けないという問題もあります。 

 だけれども、村をアピールするために８００万円も使うと。 

 全体で言うと、３，７００万円ですか。３，７００万円のコンサートといったらどんなコ

ンサートできますかね。 

 これはちょっと額に合わない数字だと思うのです、一般的には。 

 この辺が全体にどういうふうになっているか分からないですけれども、そのうちの村で

８００万円出すと。 

 ８００万円、村をアピールするために８００万円という金使えばどれだけアピールでき

るかということを考えたことありますか。 

○議長（髙橋和雄君） 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） 総事業費でいくと３，７００万円、村の負担でいくと８００万円。 

 それだけかける効果としてはどうなのかというご質問だったかと思います。 

 これは非常に難しいところであります。 

 ただ、来ていただいているアーティストについては非常に一流のアーティストで、３，５

００円というチケットを販売して開催しているわけですけれども、通常であるとそのよう

な金額ではとても聴けるようなアーティストではないという状況。 

 これは音楽に興味のある方、興味ない方というのは当然いるのですけれども、中札内村、

平成３０年度については、これまでＰＲの面であったり村民参加の面であったり、そういっ

た点では不十分な点があったのかもしれないというような反省は持っております。 

 現実問題として、村民の参加少ないのではないかという声は私の耳にも入っております

ので。 

 そういった面では、もっともっと村民に参加していただけるような工夫。 

 それと、やはりこれから平成３０年度は、教育執行方針の方でもありましたとおり、音楽

を使ったアートづくり、音楽と芸術、絵画等を組み合わせた村づくりということで、一つの

柱としているところであります。 

 そういった意味では、この８００万円をこれまで以上にもっともっと効果が出るという

ような形でしっかりＰＲ。 
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 それと、まちづくりにもっと関わって、しっかりきちんと、中札内村の特徴のある事業だ

というふうに、そうやった形で村内外にしっかり認めていただけるような努力は続けてい

きたいというふうに思っております。 

 今回３回目ということで、いろいろ反省点ございます。 

 ただ、中札内村、非常に音楽、アーツスプレッドという一流の音楽講師を招いた音楽教室

をやっていたり、さまざまなコンサート等も開催しております。 

 そういった点で、芸術作品、絵画作品と含めて非常に芸術性の高い村だというような評価

されておりますので、このブランド価値を一層高めるような、そういうような形でしっかり

と新年度についても検討して進めてまいりたい。 

 関係機関、教育委員会、または村民の方々とも連携しながら、しっかりと取り組みを進め

ていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（髙橋和雄君） １番北嶋議員。 

○１番（北嶋信昭君） 村長の言うように、いろんなアピール足りない、いろいろなこと反

省あると思うのですけれども、全体考えると、某起業がうちの村にいろいろな部分で関わっ

ているのですけれど、これに対しての、そういうことで、極端なことで言えば振り回されて

いるみたいなところがあるような気がするのですけれども。 

 やはり、村として村は村のアピールとして考えるのであれば、８００万円で今村長の言っ

たいろんなものを含めながら、村全体の中で村民が参加できるような形の中のコンサート

とか何かをしていただけたらどうですかと思いますけれども。 

○議長（髙橋和雄君） 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） 先ほど、企業の振り回されているようなちょっとお話あったのです

けれども、私は逆に捉えております。 

 この事業の半分近くを持っていただいている。 

 しかもその企業はどのようなイメージを周りに受け取られているかというと、環境、芸術

の面に長年に亘ってしっかり取り組んでいて、全国的にも知られている非常にイメージの

良い企業。 

 その非常にイメージの良い企業が中札内村でこれだけの支援をしていただく。 

 いかに中札内村が素晴らしい村かという、これは、僕は長所だというふうに受け止めてお

りまして、プラスになることは幾らあれどもマイナスになることはないというような考え

方でおります。 

 本当に中札内村にとっては、その特定の企業と取り組んでいること自体が非常にブラン

ド価値の高いものだというふうに私としては受け止めているところでございます。 

○議長（髙橋和雄君） １番北嶋議員。 

○１番（北嶋信昭君） そういうのは分かるのです。 

 ただ、ここに３，７００万円というのは、その価値にそれだけかかって、そうなるかとい

うことになれば、その某企業というのは千何百万円出していることになるのですけれども、

全体の３，７００万円の、去年来た八代亜紀でしたか、それだけかかるのですかね、本当に。 

 そういう疑問があるからこういう質問するのですね。 

 何かちょっと、一人の歌手を呼ぶのにはちょっと高すぎないかと。 

 そういうものも含めて考えているわけですよね。 

 長々話するつもりもないのですけれども、せっかくやることですから、今村長の言ったこ

とも含めながら、いろんな面でもうちょっと村民が参加できながら、村のためのアピールを
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できるような、何か村として大きな行事として、村おこしに１００万円ぐらいしか使ってい

ないわけですよ。 

 村民が使うのにこれだけケチっていて、こっちの方にこんなに出すというのは、ちょっと

村民として納得するはずがないのですよ。 

 その辺も理解していただいて、やっぱり今言う村長の気持ちを前に進めながら考えて、今

後のことに、別に自分は５年間やる必要ないと思っているのです。 

 これでだめなら、次のところに移すことも必要でないのかなということで終わりにしま

す。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見として聴取しておきますが、答弁ありましたら出してくださ

い。 

 森田村長。 

○村長（森田匡彦君） この事業は、行政、もしくはそれに関わっているものだけでは広げ

るのはなかなか難しい事業でございます。 

 そうやって見たら本当に議会の皆さまにも、多大なるご協力をいただかなければ、もっと

もっと事業効果の高めることは難しいというふうに考えておりますので、是非とも、新年度

におかれましては、議員の皆様のなお一層ご協力いただけますようお願いして答弁といた

します。 

○議長（髙橋和雄君） この件については終わりにしたいと思います。 

 そのほか。 

 ７番中井議員。 

○７番（中井康雄君） それでは１点だけお伺いいたします。 

 先ほどふるさと納税の方でも質問されておりましたけれども、この事業内容の中に、特産

品メニューの充実というのがあるのですけれども、何か、ふるさと納税の本来の意味はとい

うことになると、返礼品が豪華であればいいとかということではないと思うのですが、今現

在やっぱり、カタログ販売みたいな要素になりつつあるふるさと納税だと僕は思うのです

よね。 

 でも、それであったとしても、やっぱり何か魅力のあるものを求めるのはそれは当たり前

の話なので、それに村としても新しいメニュー等を考えているのか。 

 何かいろんなメニューを組合わせる等もあるのでしょうけれども、うちの村の特産品を

ベースにした何かメニュー等を考えているのかどうか、そこら辺をちょっと伺いたいと思

います。 

○議長（髙橋和雄君） 阿部総務課長。 

○総務課長（阿部雅行君） ふるさと納税ですけれども、確かに本来の趣旨はふるさとを応

援するということで、特産品ばかりが取りざたされていますけれども、本来の趣旨からいく

とちょっと外れているのは、皆そのように思っているかと思います。 

 ただ、この制度がございますので、応援していただけるのであれば、なるべく多くいただ

きたいというのが私どもの考えでございます。 

 先ほど、補佐の方から説明あったとおり、メニューの充実につきましては、季節季節の野

菜等のほかに、ほかのサービス事業、何かないか。 

 例えば、ある自治体であれば、墓園の整備ですとかそういうサービス的なもの。 

 喜ばれるサービス的なもの。 

 そこら辺はいろんな職員の知恵を出し合って増やしていきたい考えでいます。 
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 そのようなことから、メニューの充実という形にしてございます。 

○議長（髙橋和雄君） ７番中井議員。 

○７番（中井康雄君） 目標が１億円という目標であれば、やはり返礼品等は本当に、何か、

なるほどなと思うようなすばらしいものがあれば、みんなの目を引くものがあればやっぱ

り変わってくるのかなというふうに思います。 

 何かいいアイデアを出しながら、自分はよく分からないのですけれども、良い考えを、い

ろんな、住民からも意見を聞く中で、また、農協の方ともいろんな面で協力いただく中で、

何か新しい形を見つけていければ、その１億円に近づくのではないかなと、そんな気がしま

すので、ぜひともそこら辺も、農協の方、いろんな農家の方々、また、それ以外の方々いろ

いろと知恵を出していただいて、何かいいものができるように、ぜひとも頑張っていただき

たいとそんなふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見として聴取しておきたいというふうに思います。 

 そのほか。 

 よろしいですか。 

 なければ次の款に移りたいと思いますが、よろしいですか。 

 それでは、次に、３款、４款、５款の関係に移りたいというふうに思います。 

 職員入れ替わりますので、暫時休憩をいたします。 

 

休憩 午後 ３時４０分 

再開 午後 ３時４２分 

 

○議長（髙橋和雄君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きたいというふうに思います。 

 次に、３款民生費、４款衛生費、５款労働費に入りたいと思います。 

 ページは６７ページから１０６ページまでの中身です。 

 概略説明をお願いしたいと思います。 

 最初に、髙島福祉課長、お願いをいたします。 

○福祉課長（髙島啓至君） それでは、歳出予算３款及び４款の中で、福祉課が所管する予

算の概要を説明させていただきます。 

 まず、予算書の１２ページをお開きください。 

 ３款民生費は、前年度と比較して３，５４９万８，０００円増の６億７，３８８万７，０

００円。 

 ４款衛生費につきましては１，５６４万５，０００円減の２億２，８２４万８，０００円

というふうになっております。 

 はじめに、３款民生費、特徴的なものについて説明申し上げます。 

 予算書の６９ページをお開きください。 

 １項、１目社会福祉総務費、説明欄中段の社会福祉一般経費、１９節社会福祉協議会補助

金及びポロシリ福祉会運営助成補助金は、運営費などの調整により、それぞれ前年比４０万

円ほどの減額となっております。 

 その下、民生児童委員協議会補助金１２万６，０００円は、新たに予算計上するものであ

りますが、これまで民生児童委員に係る会費等補助金の一部として社会福祉協議会へ交付

し、上部組織の国、道、十勝支部へ納入いただいておりましたが、直接村から民生児童委員

協議会へ補助を行う形に変更するものであります。 
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 さらにその下、恵津美ハイツ改修事業補助金につきましては、こちらの方も新規で予算計

上しておりますが、施設の老朽化、設備の故障による対応、施設入所、利用される方々のサ

ービス向上を目的としたもので、国等による補助制度に該当しないことから、村へ一部助成

の要請を受け、状況と事実確認の上対応するものであります。 

 改修事業の内容につきましては、恵津美ハイツ内居室の空調、換気や建具修繕、車椅子で

使用する浴槽の更新など６，９３９万円の総事業費に対し、２，５００万円余りの助成額を

予算計上しております。 

 なお、６８ページ中列、財源内訳のとおり、福祉基金から２，５００万円を繰入れ、需用

費に充てようとするものであります。 

 下段、扶助費の福祉灯油は、助成金の最低額として１世帯当たり５，０００円、２６０世

帯分１３０万円を当初予算で計上しておりますが、基準を超える価格高騰の場合は、年末の

灯油価格状況を踏まえ、補正予算で対応してまいります。 

 次に、７１ページ、３目老人福祉費、説明欄下段の介護予防生活支援事業費、１３節生活

支援ハウス運営事業委託は、前年比１２５万円の増、１，４５９万８，０００円を計上して

おりますが、３０年度よりポロシリ福祉会各施設の給食業務が直営から外部委託へ移行す

ることに伴い、これまで恵津美ハイツの特養会計で一括収支していた経費を、いちげ荘の必

要食数で案分計算する方法となり、入所者分の給食に係る費用が加算となったことによる

ものであります。 

 次に、７５ページ。 

 障害福祉費、説明欄上段、１９節南十勝子ども発達支援センター負担金８５７万７，００

０円は、欠員となっていた指導員の採用によるもので、前年比７０万円余りを増額し計上し

ております。 

 備考欄中段、扶助費の介護給付費は、昨年より９００万円余りの増額７，５３７万６，０

００円を計上しておりますが、重度の訪問介護を要する給付の増、生活介護対象者の増加、

児童発達支援の対象者の増などが増額要因となっております。 

 少し飛びますが、８１ページをお開きください。 

 ２項、１目児童福祉費、放課後児童健全育成費、説明欄中段、放課後児童クラブ運営委託

は、指導員の定期昇給などにより、昨年よりも一部増額し、中札内は８６万円増の１，５７

１万３，０００円、上札内は４２万円増の４０１万９，０００円をそれぞれ計上してござい

ます。 

 次に、８４ページをお開きください。 

 説明欄中段、中札内保育園業務費の保育士及び調理員代替賃金は、パート職員の賃金単価

のアップ、通勤手当の支給などにより、前年比２８３万円増の２，３９１万３，０００円を

計上しております。 

 続きまして、４款衛生費の方を説明いたします。 

 ページが飛びますけれども、９６ページを開きください。 

 １項保健衛生費、４目健康づくり推進費、まず、母子保健事業でありますが、説明欄上段、

妊婦歯科健康診査委託１４万円は、新たに予算化する事業ですが、妊娠期の口腔トラブルや

出生時への影響などを低減する目的で、村内歯科医院を委託先に、妊婦を対象に診察と適切

な指導を受けていただくものであります。 

 説明欄中段、健康づくり一般経費ですが、これまで七色献立プロジェクトに係る事業費を

合わせて予算計上しておりましたが、９７ページ下段以降９８ページに掲載しております
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とおり、平成３０年度より関連事業に係る予算を明確にするため分離しており、全体では３

４０万円ほどの減額となっております。 

 ９８ページをお開きください。 

 七色献立に関係する予算ですが、新年度において計画する事業の流れについて触れ、説明

に代えさせていただきます。 

 平成２９年度に実施いたしました販売店の協力により、野菜メニューを提供する彩りプ

ラス、親子食育体験、食と健康講座などさらに内容を充実させ継続するほか、６カ月間実施

いたしました活動量の測定、運動セミナーなどを行うモニター事業を、１００人を目標とし

て一般村民、企業、団体などからの参加者を募り、本格実施とする予算を計上しております。 

 併せて、参加いただいた方が楽しみながら継続してもらい、成果を目で確認できるよう、

日々の歩数量やあらかじめ設定した講習会、イベント参加時にポイントを付与する健康ポ

イント事業に関する費用を新たに追加しております。 

 これで予算の概略説明を終わりますが、福祉課が所管いたします事業の一部について、黒

ナンバー１８番、予算に関する資料２２ページの福祉灯油から、２７ページ、ピロリ菌検査

まで掲載させていただいておりますので参考にご確認いただければと思います。 

 以上で福祉課関連予算の概要説明を終わります。 

○議長（髙橋和雄君） 次に、坂村住民課長、お願いします。 

○住民課長（坂村暢一君） それでは、住民課所管の３款民生費から５款労働費までの特徴

的な事業について説明させていただきます。 

 はじめに、３款民生費から説明させていただきます。 

 予算書８０ページをお開きください。 

 上段、９目後期高齢者医療費の説明欄、負担金補助及び交付金の療養給付費負担金ですが、

北海道後期高齢者医療広域連合による推計により、３５０万円ほどの増額となっておりま

す。 

 次に、１０１ページをお開きください。 

 ２項清掃費の１目塵芥し尿処理費で１，３００万円ほどの減額ですが、これは１０２ペー

ジ、説明欄上段の十勝環境複合事務組合のし尿処理施設である中島処理場の更新に伴う新

しい汚水処理施設の建設に係る負担金が、平成２９年度で終了したことによるものであり

ます。 

 続いて、１０３ページをお開きください。 

 下段の２目墓地火葬場費で１，０００万円ほどの減額となっておりますが、これは平成２

９年度に火葬炉設備改修工事を実施したことによるものであります。 

 続いて、１０４ページをお開きください。 

 中段、火葬場備品６１万円ですが、火葬場の備品の経年劣化に伴い、バッテリー充電器や

焼香机、鈴台等を更新しようとするものであります。 

 以上で概略の説明は終わりますが、各会計予算に関する資料の２４ページ上段に、ひとり

親家庭等医療費助成事務事業説明書を掲載しておりますので、ご参考にしていただきたい

と思います。 

○議長（髙橋和雄君） ３款民生費、４款衛生費、５款労働費についての質疑を受けたいと

いうふうに思います。 

 よろしいですか。 

 ５番男澤議員。 
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○５番（男澤秋子君） 最初に、予算書資料にも記されています七色献立プロジェクトの内

容について、ちょっと説明をお願いいたします。 

 事業内容の中にいろいろメニューがありますけれども、昨年、レシピカードをつくられて、

食育サポートさんを中心に、本当にたくさんのメニューの中から２０枚近くのレシピカー

ドを作成して、それを利用して、七色の献立のレシピをつくって、健康になってほしいとい

う願いから、そのレシピカードを作成したと思いますけれども、この内容の中では、特にそ

のレシピカードを作成して、それを利用して云々かんぬんということはないけれども、その

レシピカードを使って今年も何かやろうとしているのか。 

 それとあと、この事業内容の中には、いろいろと説明があります。 

 健康への取り組みポイントを貯めて、貯まったポイントを景品と交換しますとか、この事

業すべての詳しい事業内容をちょっと教えてください。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） ただいまの七色献立プロジェクトの説明をさせていた

だきたいと思います。 

 まず、レシピカードのことについてですけれども、平成２８年、２９年の２カ年をかけて

レシピカードが完成しております。 

 平成３０年度につきましては、この完成したレシピカードを販売していくということと、

あと、これを使って食育サポーターさんたちが、各団体ですとか依頼があったところに出向

いて調理をして野菜のレシピを紹介するですとか、そういう活動を次年度はしていきたい

というふうに考えております。 

 二つ目の七色の全体の事業説明ということだったのですけれども、平成２９年度につき

ましては、講演会の開催ですとか彩りプラス、野菜を１２０グラム以上使った野菜のメニュ

ーを提供していただく、村内の飲食店の協力ですとか、そういう活動のほかに、親子食育体

験事業ですとか、保育園の野菜大好きプログラムの実施ですとか、北大と連携した事業等も

やってきておりますけれども、平成３０年度につきましては、これらの事業のほかに、平成

２９年度にモニター事業として実施をしましたものを少し拡大いたしまして、健康ポイン

ト事業に取り組むことになりました。 

 これは健康への取り組みにポイントを付与することで、成果を確認して楽しみながら健

康づくりを継続できるというところをまず目指しているのと、あまり普段健康にそんなに

関心を持って過ごしていらっしゃらないような方たちも楽しみながら健康づくりを実施し

ていけるような仕組みをつくりたいということで計画をしております。 

 先ほどもありましたけれども、今年度は１００名程度の参加者を見込み活動していきた

いと思っています。 

 対象としましては、１８歳以上の村民の方を想定をしております。 

 実施方法ですけれども、参加者の方に活動量計、万歩計のような小さな活動量計なのです

けれども、それか、ご自身が持っているスマートフォン、どちらか、両方とも利用はできる

のですけれども、どちらかを選択していただいて、それを使ってポイントを貯めていくとい

うような形になります。 

 健康ポイントの対象事業として今考えていますのは、その健康ポイント事業に参加して

いただいただけでポイントが付与できるですとか、健康診断を受けていただいたという証

明でポイントが付くですとか、例えば、１日、ちょっと歩数はまだ決定ではないのですけれ

ども、例えば、８，０００歩以上歩くと自動的にポイントが付与していくというようなこと
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で、楽しみながらポイントが貯まっていけるような、そういうような形を想定しています。 

 予算書の方にもいろいろ出ているのですけれども、体組成計ですとか血圧計も、今保健セ

ンターにありますけれども、村内もう１カ所測定場所を設定することになっておりますが、

そこで測定することでまたポイントが付いていくというような形も考えております。 

 それらのデータを送信して、専用サイトで集計したものを自分のパソコンですとかスマ

ートフォンで見て健康づくりを継続していけるような、そんなような事業を考えておりま

す。 

 ３０年度は８月から３月ぐらいまでの８カ月間でポイントを集めていけるような形で計

画をしているところでございます。 

 ちょっと不足の部分があるかもしれませんけれども、以上です。 

○議長（髙橋和雄君） ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 事業の中身についても分かりましたけれども、このレシピカードの

活用について、今年度は販売を中心に、また、料理をしたいのだけれどということの依頼が

あったら、そこに出向いて料理講習などをするというような内容だったのかなと思います

けれども、このレシピカード、多分３，０００部つくったと聞いております。 

 ３，０００部というのは大変な量ではないかなというように思っています。 

 それで、たまたま私も食育サポートさんたち、よくご存じの方がいまして、３，０００部

を売らなければならないという負担も少しあるというようなことをちょっと聞いたりなん

かもしているのですけれども、その人たちが売らなければならないということではないと

思いますけれども、やはり自分たちがつくったもの、レシピカードに携わったこともありま

して、多分自分たちの思いも伝えながら売りたいという気持ちがあると思いますけれども、

３，０００部をどのような形で利用するとか、これ１部３００円で販売していますよね。 

 それでこの３，０００部をどのような形で売ろうとしているのかということですね。 

 それとあともう一つ、やはり内容は分かりましたし、これからポイントを貯めて、そのポ

イントに合わせて景品を渡しますよというようなことがありましたけれども、具体的な目

標も何となく分かりました。 

 では、どういう方法で確認していくのか。 

 本当に、例えば、これからの１日の歩数をある程度の歩数を設定して、それに到達したら、

それを誰が確認してどのような方法で、その達成したものを確認するのか。 

 いろいろな事業があると思います。 

 血圧を測ったり、体組成計ですか、１カ所は保健センターにあります。 

 もう１カ所どこかに設定するというお話があったかと思いますけれども、どこのところ

に設定をしようと思っているのか。 

 そこで測定した内容をどういう形でポイントに加算されていけるような仕組みづくりを

考えているのか。 

 そういったポイントを貯めるということは分かるのですけれども、確認方法ですね。 

 保健センターにわざわざ持っていくのか。 

 それとも、何らかの方法で、メールで送信するのか。 

 そういった確認方法ですね、それをもう一度ご説明ください。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） まずレシピカードの販売についてなのですけれども、

食育サポートさんたちの活動で販売をしていくというのも一つですけれども、それ以外に
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考えているのは、ふるさと納税の返礼品で野菜のセットを贈る、希望される場合があるので

すけれども、その中札内産の野菜の入ったものにこのレシピカードを入れて、返礼品の一つ

として贈るというようなことも少し今考えているところです。 

 地場産の野菜のＰＲにもなるのかと思いますし、それを使ったレシピというか、野菜を使

った料理をつくっていただくというのもあるのかなというふうに思っています。 

 それと、３，０００部ということですので、単年度での販売ではなくて、数年かけて販売

というか、多くの皆さんに見ていただくような形を考えています。 

 ２点目のポイントの確認ですとかデータの関係になります。 

 活動量計にいろいろなデータは入っていくことになるのですけれども、これ自動的にポ

イントを集めていく方法と、職員が手作業で確認をしてポイントとして集計していく方法

と二つあるのですけれども、自動的にポイントが集計されるものとしては、例えば、先ほど

言いました１日何歩か歩いたというと何歩というふうに、そういうものは自動的に集計さ

れていくような仕組みになっています。 

 毎日の歩数とか、測定していただいた体重、体脂肪、血圧というものは自動的に活動量計

を使って専用サイトで集計していくことになります。 

 データの送信の仕方としては、測定をしていただく、今でもそうですけれども、保健セン

ターにリーダーライターという読み込みの機械がありまして、それに活動量計をかざして

いただくことで、歩いた歩数のデータですとか、測定していただいたものが自動的に集計さ

れていくというか、専用サイトに送られるという仕組みになっています。 

 それ以外に、例えば、手作業で入れていかなければならないものとしましては、検診を受

けていただいたというようなことですとか、今ちょっと考えているのは、彩りプラスのメニ

ューを幾つか食べていただくと、またそれもポイントにつながるとか、手作業でしなくては

いけないものについては、保健センターの方に申請をしていただいて、ポイントを加算して

いくというような形になります。 

○議長（髙橋和雄君） 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） 若干補足させていただきます。 

 予算書の９８ページにいろいろ項目新たに追加させていただいておりますけれども、先

ほど、高桑補佐の方からもありましたけれども、サイトの方を、村独自のサイトを立ち上げ

させていただきます。 

 先ほど説明あったとおり、保健センターともう１カ所、読み込むための機械を設置させて

いただきます。 

 測定した内容と、あと、歩数計だとかをかざしていただくことで、データは自動に送信さ

れて集計されるという仕組みです。 

 ただ、自分でお持ちの歩数だとかは、一定の期間持ったままで、１カ月程度はデータが入

ったままにできるものですから、毎日はやらなくて済むという内容になっています。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） 先ほど、もう１カ所どこに設置する予定かというご質

問があったかと思うのですけれども、今、改善センターに設置することを考えています。 

○議長（髙橋和雄君） ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 大体の流れは分かりました。 

 それで、先ほどの説明では、参加者を１００人ぐらいということで、事業期間としては８

月から来年の３月ぐらいまでという説明があったのかなと思いますけれど、広報なり何な
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りの方法で参加者を募るというような形になりますので、１００人が全員がそういう事業

に参加してくれるかどうかというのは、これから皆さんがぜひ参加してくださいというよ

うな内容をＰＲして参加してもらう形になるかと思いますけれども、そうするとやはり今

言ったように、歩数計など自動的に測れて、それが蓄積されるような機械というのは、これ

から購入して、その事業に参加してくれる人にはそれを持っていただいて、そしてそういう

歩数などの測定はされるということかなと思っています。 

 そうすると、たまたまやはりこの事業に参加してもらうということが一つの大きな目標

でもあるかと思います。 

 そして、やはり少しでもこういうものに参加して健康な暮らしを続けてほしいというの

が村の大きな願いでもあるし、そうすることによっていろいろな生活習慣病の改善にもな

りますし、そういったことが大きな狙いかと思いますので、これからの宣伝方法ですとかＰ

Ｒ方法はどういったことを考えているのかということをもうちょっとご説明ください。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） 事業の周知について今計画していることですけれど

も、まず、広報等での周知に加えて、これから春先検診とかも始まっていくのですけれども、

その周知に併せて、体験会を開いたりですとか、直接声を掛けてお誘いしていくというよう

なことも考えております。 

 モニター事業で、平成２９年度参加していただいた方たちは、１９名ほどだったのですけ

れども、いろんな所属の団体の方から数名ずつ来ていただいていますので、今年度体験して

いただいたことを持ち帰った団体に返していただいて、声を掛けて、また次年度につなげて

いただくというようなことでご協力もお願いしているところです。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 そのほか。 

 ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） それでは１点お願いをいたします。 

 非常に話題が多いポロシリ福祉会関係です。 

 ページ数で言いますと６９ページになりますけれども、そんな意味でちょっと発言させ

ていただきますが、平成３０年度のポロシリ福祉会への補助金関係ですね。 

 全体的に４，６００万円からの高額な補助をする内容になっております。 

 それで、恵津美ハイツ改修事業補助金２，５００万円については、この予算資料を見ます

と、内容については分かりました。 

 ちょっと思い出すと、築２４年になる恵津美ハイツということですから、平成６年から、

恵津美ハイツができ上ったと。 

 そんなことで、ポロシリ福祉会も他にたくさん施設あるのですが、思い起こせば、確か昭

和５８年ぐらいだったと思うのですけれども、中札内高等養護学校が開設しましたよね。 

 その当時、皆さんがやはり福祉の村をつくるために、高等養護学校をということで、道立

の高等養護学校を誘致しました。 

 そのときの卒業生が出てくるものですから、それでポロシリ福祉会として、上札内、こっ

ちということでいろいろ施設がつくられてということで、単なる今の現状の福祉ではなく

て、そういう過去からずっと流れてきた先輩諸氏あるいはまた住民がつくってきた福祉村

構想に基づくポロシリ福祉会なのですね。 

 そんなことで、私の言いたいことは、先ほど申し上げたとおり、今年は４，６００万円と
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いう非常に村財政に寄与が小さい中でも、皆さんからいたいだいた税金の中で４，６００万

円をポロシリ福祉会に補助をすると、こういうことになるわけです。 

 そのためには、多くの住民の理解が必要となってくるわけですけれども、現在のポロシリ

福祉会の運営、いろいろ支障ありますからあまり細かくは申し上げませんが、少し住民から

遠ざかっている部分がある状況が耳に聞こえてきます。 

 特に商工業者かなというふうに聞いているのですが、そんな関係で反感が非常に持たれ

ている声を聞きます。 

 そこで私は、こういう小さな村においては、基本的に共存共栄というそういう考えを基本

に、地域から親しまれる社会福祉法人として運営されるように期待をしているわけですが、

そういう、今後村としてそれらに向けて指導をしていただきたいと思うのですけれども、そ

の辺の基本的な考え方についてどのように考えておられるか、お答えをいただきたいとい

うふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） ポロシリ福祉会への補助金についてでございます。 

 今、ご質問あった内容で、黒田議員が述べられたことについてはまさにそのとおりかなと

いうふうに思っています。 

 当然、村民と村と、利用者も含めて、法人、共存共栄の間柄ということになるかと思いま

す。 

 なぜかと言いますと、それぞれ障がい者福祉、高齢者福祉それぞれの担い手であるという

こと。 

 それを統括している村。 

 ただ、ポロシリ福祉会自体が社会福祉法人であるということはございますので、それを指

導監督にあるのは北海道ということになるわけでございます。 

 現実的には村も運営補助をこういった形で出すことで今予算を組んでおりますので、当

然その補助金の部分については、それなりに正規な形で利用者に迷惑をかけないというこ

とで法人運営をしっかりやってもらいたいというのは当然ついているわけでございます。 

 今、法人に対する立場としては、さまざまな形で、前の定例会でも、一般質問もございま

したし、関わりは持ってございました。 

 ただ、指導するとかそういった形になっているかというと、そこまではいってないと。 

 なぜかと言うと、法人としても社会福祉法人ポロシリ福祉会としても一つの法人でござ

いますので、人事等については、その法人の内部できちんと決定をするというのがベースに

なっているからでございます。 

 そこに村として口を出していくというところまではいかないと。 

 ただ、これまでの経緯の中で、いろんな面で齟齬が生じた部分があって、そういった部分

についてはきちんと話し合いをしてほしいと。 

 そういった調整等については、村としてもこれまで行ってきたと。 

 このスタンスは、これまでも恐らく変わらない形でいくのかなというふうに思っており

ます。 

 ただ、指導監督の立場が北海道含めてあるわけで、そこに対する意見具申、村としても質

問をするだとか、そういったことはある程度はこれまでもやってきていましたので、それも

含めて継続するような形になるのかなというふうに思っています。 

 今のところ、年を明けてから以降、その辺のことでの具体的な動きが今のところはないと
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いうふうにお聞きをしております。 

 ただ、これがどうなるかはまだ私たち、村の方としても確実にどうなるというところはち

ょっと言えませんので、ケースバイケースで、どちらにしても対応していくしかないかなと

いうふうに考えているところでございます。 

 ちょっとうまく答弁できていない部分もあろうかと思いますが、基本的スタンスは、障害

者福祉、高齢者福祉の担い手という点では、共存共栄していく立場にあるという点では、ご

意見のとおりというふうに考えているところでございます。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 指導監督云々というのは、規定上北海道になっているのかな。 

 上部機関のことだというふうに思うのですけれども、私の言っていることは、村民が考え

ていることを代弁して言っているのですけれども、先ほども言ったとおり、財政規模が非常

に小さいながらも、多額の補助金を出していると。 

 よって、その代表が村長筆頭に執行しているわけですけれども、あまり福祉会に遠慮とい

うのか、当然適正な運営やってもらわなければならないのですけれども、やはり村民が思っ

ていることについては声を大にして、やっぱり言ってもらわないと、これ、補助金もらうも

のはもらいますよ、運営するものは勝手にやらせてもらいますよと、そういうことでは村民

としてはやっぱり理解できないわけですね。 

 それで私が思うのは、共存共栄ということで、特に商工業者という言い方していますけれ

ども、そこら辺の精神をやはり、ポロシリ福祉会にもきちんと持っていただいて、ともに助

け合ってやっていこうという格好を基本に置かないと、物が高い安いで全部処理されると、

やっぱりうまくいかないのですね。 

 やっぱりそういうポロシリ福祉会があることによって、生活している人たちもたくさん

いる。 

 また、それによって助け合っている業者もいるのですけれども、それが全部ほかの方に移

りますと、いろんなこれから弊害というのですか、値段だけでなくていろんな弊害が私は起

きてくるから言っているのですけれども、そういうことで、代表して村に対して言っている

わけなのですけれども、そういう村民の声が大きいよという声を大にして、やはり補助金を

出すときに、やっぱりそういうことも是正してきちんと適正な運営やってほしいというこ

と。 

 遠慮することないと思うのですよ。 

 そんなことをやっぱりきちっと言うときは言っていただきたいなということです。 

 それで、冒頭ちょっと聞くの忘れたのですけれども、恵津美ハイツ改修事業補助金につい

ては２，５００万円、資料に出ていますから分かりました。 

 もう一つのポロシリ福祉会運営助成補助金２，０９２万８，０００円というものを今年度

出して、合計で４，６００万円ということなのですけれども、この補助金の中身ですね。 

 今日あまり細かく言えないでしょうけれども、そういうアウトライン的にこういうもの

で２，５００万円をポロシリ福祉会に補助として今年度出しますよということを、本議会で

述べていただいて、後ほど詳しい資料についてはいただきたいなということで議長に要求

したいというふうに思いますけれども、よろしくお願いします。 

○議長（髙橋和雄君） 最初に基本的な考え方を答弁してもらって、もう一つは、その資料、

後から出せますか。 

 ２，０００万円の内訳。 
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 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） まず、ポロシリ福祉会運営助成補助の２，０００万円余りです

か。 

 こちらの方につきましては、従来からある補助金でございますけれども、ホームヘルプサ

ービス事業、あとはデイサービス事業に対してかかった経費、ポロシリ福祉会が得る収入差

し引いた、どちらかというと運営費の助成という形で村が支出するものであります。 

 資料の方につきましては、ご要望ありましたので、後で配布させていただきたいと思いま

す。 

 まず、二つの事業でありますけれども、ホームヘルプの方につきましては、２，０００万

円のうちの内訳としまして、１，０７２万９，０００円。 

 あとはデイサービスの方が１，２４３万６，０００円という形になってございます。 

○議長（髙橋和雄君） もう一つ、先ほどの共存共栄の関係で。 

 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） 失礼いたしました。 

 ホームヘルプの方が９４２万９，０００円です。 

 デイサービスの方が１，１４９万９，０００円。 

 合わせて２，０９２万８，０００円という形になります。 

 失礼いたしました。 

○議長（髙橋和雄君） 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） 当然補助金を出している以上、言うべきことは言わせていただく

べきだというふうに思います。 

 今後、新年度、予算を執行する段階では、しっかりとした経営状況も含めた法人からの提

出書類を受けて、それを補助決定するかどうかという判断をするわけでございますから、そ

の段階で、これは今、福祉課長が答えた運営助成の補助金、これらもすべてそうですけれど

も、建設に係る助成も含めて、当然決定に当たっては、そのことのみかどうかは別としても、

きちんとしたバックボーンを持った事業として行ってもらいたいということも含めて付記

することは当然可能だと思いますし、その時点でどういう状況にあるかということはちょ

っと分かりませんけれども、それなりの必要な指示事項については、きちんと付記をした状

態で、交付決定をするのであれば、していきたいというふうに思っているところでございま

す。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） そういえば、このポロシリ福祉会に対する委託しているかも含めて、

相当に関わり合い深いのですね。 

 言ってみれば、中札内の職場的には、役場、農協よりも大きいのかな。 

 ですから、地域と関わることが非常にまた、我々が考えている以上に多いということです。 

 それで、運営も大変だというふうに思うのですけれども、それでまとめて非常に反感を持

っていることが、ごく最近というのですか、結構耳に入ってくるものですから、やはり私た

ちは税金納めている中で、全然やっぱり反応がないということを聞くものですから、当然私

は大きい声で言わなければならないので、その辺、村長筆頭に、住民の声として、それらの

補助をするに当たって、そんなことをぜひ、適正な形で運営されるように、ぜひ言ってもら

いたいなということです。 

○議長（髙橋和雄君） 意見として聴取させていただきたいというふうに思います。 



 - 60 - 

 それで、１０分まで休憩をしたいというふうに思います。 

 今日、議運を予定しておりますので、若干早めに終わるように打ち切らせていただきます

ので、ご了解を願いたいと思います。 

 それでは、１０分まで休憩させてください。 

 

休憩 午後 ３時５３分 

再開 午後 ４時０８分 

 

○議長（髙橋和雄君） 皆さんお揃いになりましたので、休憩前に引き続き会議を開きたい

と思います。 

 ３款民生費、４款衛生費、５款労働費の質問を続けさせていただきます。 

 黒田議員のさっきの質問はあれでいいですね。 

 そのほか、質疑、お願いをいたします。 

 ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） それでは、１点、７１ページ、先ほど担当課長がお話になりました

けれども、下段、生活支援ハウス運営事業の委託のところで、大変申し訳ございません、ち

ょっと聞き漏らした部分があるのですけれども、委託料の値上がりをというような形で受

け止めましたけれども、先に皆さま質問をされておられた法人の給食を外部発注にしたと

いう件からの流れかとは思っていたのですけれども、外部発注にした結果の食事を含めた

あれでの値上げというふうに受け止めましたけれども、申し訳ございません、もう一度その

部分、お願いいたしたいと思うのですけれども。 

○議長（髙橋和雄君） 平澤福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（平澤悟君） 今ご質問のありました生活支援ハウスの委託料の関係です

けれども、値上がりの分については、給食部門の委託に伴うものになります。 

 今までは、生活支援ハウスの給食に関しては、会計上、経費を計上しなかったもので、恵

津美ハイツの部分の経理に含めて計算していた部分がありまして、それを外部委託に伴っ

て、生活支援ハウスの経理の中に参入したことによって増額をしたというような流れにな

ります。 

○議長（髙橋和雄君） ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） 分かりました。 

 外部発注したから個人負担が増えたということではなく、今の説明では、恵津美ハイツの

分に上がっていたものを、いちげ荘に移したという形で受け止めてよろしいのですね。 

 それでは分かりました。 

 ポロシリ福祉会、法人でございますけれども、給食サービス事業を提供してございます。 

 村内住民、高齢者に対して給食サービスを提供しておりますけれども、今までどおりの給

食サービス、配食、値段と受け止めていいのか。 

 社会福祉協議会からも助成があって、個人負担が幾らでという決まりの中で、高齢者給食

サービス受けておりますけれども、そこのところで、今申した料金の変更がないのか。 

 外部発注にした分で何か問題が起きているかどうかを、１点お聞きしたいと思うのです

けれども。 

○議長（髙橋和雄君） 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） 社会福祉協議会の方でやっている配食サービスですね。 
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 とりあえず村の方では、いちげ荘の給食について、経費として参入させていただきたいと

いう要請を受けて、今回増額はするのですが、１食当たり配食サービスの価格が上がるとい

う話まではちょっと聞いておりません。 

 なので、ちょっとここではご回答できません。 

○議長（髙橋和雄君） ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） 給食サービスの値段等々の変化はまだ聞いておられないということ

でありますけれども、この給食配食サービスにボランティアがいろいろ関わってもおりま

す。 

 中札内市街地は恵津美ハイツから給食配食、決まった日にちに何件かに配ってあるので

すけれども、それらの業務は、そしたら、今の給食を提供してくれる業者との関係でいいの

か。 

 そのまま法人を通しての関係でいいのか、ちょっとお伺いをしたいと思うのですけれど

も。 

 もう一つ、のぞみ園、みのり園から上札内地区の分が何件か出ています。 

 それも今までどおりの実施、継続サービス提供でいいのかどうかも一つ伺いたいのです

けれども、そこら辺は何かお伺いできるものがありましたら。 

○議長（髙橋和雄君） 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） ポロシリ福祉会全体の分を委託するという話でお伺いしていま

すので、配食サービスについても今までどおり継続、食数を減らさなければならないとかと

いう影響は出ていないという理解をしております。 

 あと、上地区ののぞみ園、みのり園につきましても、同じように委託による給食に移行す

るだけで、今までおられた職員の方々がどうなるかという話はあるかと思いますが、食事の

サービスは施設においても今までどおり継続するという話でお伺いしています。 

○議長（髙橋和雄君） ４番中西議員。 

○４番（中西千尋君） そういうところのサービス低下にならないような形とか、急に業者

が変わったから料金がどうしても上げざるを得ないとかということにもならないよう、ま

た、社会福祉協議会との連携をやはりきちっとしておかなければ、向こうへの補助金等々の

関係もありますし、そこら辺をきっちりと協議していただければと思います。 

 先ほど、ほかの議員の方からもありましたけれども、非常にポロシリ福祉会、私もこの職

を担うまでは役員として関わっていたのでものすごく心配もしていることですし、言いに

くい部分が非常に、この場ではございます。 

 そういうところもありますけれども、先ほど言われた商工協同組合との関係が大変にな

っておるというのも把握しておりますし、特に食品部門、また、大きな冬期間の灯油、燃料

等々の支給をしている村内の業者への非常に大きな問題が生じているのも間違いなく出て

おることではありますけれども、村としてもし何かそれへの対応等々、商工協同組合との何

か話し合いをできる場があったのかどうか、もしありましたらお聞きをしたいと思うので

すけれども。 

○議長（髙橋和雄君） 山崎副村長。 

○副村長（山崎恵司君） まず前段の社会福祉協議会配食サービスの関係でございます。 

 これは予算の編成を続けていく中で、社会福祉協議会からの補助金内訳を精査した段階

では、これまでどおりの計上ということでございました。 

 ただ、予算の査定自体をやっていたのが１月末ぐらいまでなものですから、少し社会福祉
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協議会の方にはもう一度確認をしてみる必要があるのかもしれません。 

 社会福祉協議会の事務局長には、その配食サービスの単価だとかその辺の動きはあるか

という確認は私自身ちょっとしたことがありますが、その時点ではなかったということで

はございました。 

 つまり１月末ぐらいの時点の話であります。 

 それと、商工協同組合の関係でございます。 

 ご相談は確かにありました。 

 あったのですが、そのときの相談としては、これから商工協同組合自体がこのまま存続す

ることができないというお話をお聞きしました。 

 それで、一括村の入札や何かに参加するときにどういう手続きを取ればいいかと。 

 単体で、個別の商店が参加するときにどうしたらいいかというご相談でございましたか

ら、今、中間の入札の指名業者の受付をするちょうど期間でございましたので、その手続き

についてはお話をして参加をすることにはなっていたかというふうに思います。 

 ただ、そのときにもお聞きしましたのは、全て商工協同組合なりその組織を通して法人が

発注するものについては、かなりの割合でどうしても落ちてしまうと。 

 委託業者を通じてという話になるので。 

 ただ、法人の方に確認をした段階では、その割合はすべてではないというお話でこちらは

お聞きをしておりません。 

 ただ、商工協同組合からお話を聞いたときには、かなりの割合がどうしても村外ではなく

て、その委託の給食を調理して提供する民間の会社の方で一括発注してしまうという流れ

がございましたので、結果的に、その商工協同組合がなかなか存続していけないということ

もあって、先ほどのような村の入札の場合はというお話になったというふうにお聞きをし

ております。 

 ただ、村としてその決定に際してというところには、なかなか答えづらいところはありま

すけれども、もしかしたら遅きに資したのかもしれません。 

 ただ、法人の理事会なり評議委員会として、次の調理の手法を外へということ自体は、理

事会の中の決定事項、当然評議委員会にもかかっているわけでございまして、それを覆すと

いうようなことが村の段階でできるかということもありますので、今の段階では、そういう

ところの情報収集のところまでしか行っていないというのが実態でございます。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 そのほか。 

 ６番宮部議員。 

○６番（宮部修一君） 衛生費の予防費のところでちょっとお聞きしたいと思います。 

 予防接種の件なのですけれども、新生児の子どもがかかる病気なのですけれども、ロタウ

イルスですか、これの予防接種というものが、多分今うちの診療所では受けれないと思うの

ですけれども、これあたりを村内の村の診療所の中で受けることができないのかなと。 

 予防接種となっていますけれども、ワクチンだということでございます。 

 ノロウイルスに似た病気だということなのですけれども、確か保育所あたりでもロタウ

イルスが出ていたような気もするのですけれども、もし、このロタウイルスの予防接種等も

村内の診療所が受けることができないかちょっと検討していただきたいなと思います。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） ただいまのロタウイルスのワクチンのご質問について
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ですけれども、診療所の方では、一度打てるかどうかというようなお話をしたことあるので

すけれども、扱っていないというか、受けることはできないということお返事をいただいて

以降、ちょっとお話はしていません。 

 ロタウイルスのワクチンが確か生後６週目ぐらいから受けれるワクチンになりますので、

かなり早い時期なので、多くの村民の方は生まれた病院ですとか、帯広市内の小児科等で受

けてきているというのが現状だったかと思います。 

 ちょっと直近、その話を診療所の先生とはまだお話はしていないです。 

○議長（髙橋和雄君） ６番宮部議員。 

○６番（宮部修一君） この予防接種ですけれども、これは任意接種ということで、受ける

方もいれば受けない方もいるということなのですけれども、結構この１回当たりの単価が

高いみたいなのですね。 

 ３回接種と２回接種があるらしいのですけれども、３回接種の場合ですと１回８，０００

円、そして２回接種だと多分１回１万２，０００円というふうに聞いております。 

 ある程度受けておいた方が、かかっても重い症状にならないということで、できれば受け

ておいた方がいいのではないのかなというふうに思うのですけれども、やっぱりどうして

も任意接種ということで受けない人もいるということで、やっぱり今後こういった新生児

あたりの予防接種にも、ちょっと村の方も力をお貸ししていただくと、受けていただけるの

ではないかなというふうに思いますし、出来れば、今のところ更別か帯広の病院でないと、

このワクチン接種ができないということなので、出来ればうちの診療所でも扱えるのであ

れば扱ってもらった方が、村の子どもたちもお母さん方も助かるのではないかなというふ

うに思いますので、ちょっとお聞きしました。 

 もう１点ですけれども、村政の執行方針の中で、診療所の後継医師の件で謳っていたので

すけれども、現医師と連携協力しながら、今後検討していくということで書かれていたので

すけれども、森田村長、新しくなってから、鈴木先生と一度会ってお話されたのではないか

なというふうに思うのですけれども、今後の後継医師について何か話し合われたことがあ

れば、もし差し支えのない点でよろしいので、その辺ちょっとお話をいただきたいと思いま

す。 

○議長（髙橋和雄君） 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） １点目、ロタウイルスの件ですけれども、管内状況等確認して、

今後導入が可能かどうか検討してまいります。 

○議長（髙橋和雄君） 森田村長、お願いします。 

○村長（森田匡彦君） 先ほどの村診療所の医師、後継医師の関係でございますけれども、

一度鈴木先生と、事務長交えてお話させていただいて、今現状の診療所の経営の状況であっ

たり、また、今後の見通しであったり、そしてまた、今、医師の確保の現状であったりとい

うことから意見交換させていただいております。 

 なかなか非常に難しい課題をはらんでいるなというふうに思っておりますけれども、た

だ、本当に、持続的な医療体制の確保、どうするのかという議論はしっかり進めていかなけ

ればいけないのはもう間違いないことですので、その上で、村政執行方針の方にも示させて

いただいたのですけれども、スピード感を持って、今後も鈴木医師と、もしくは、それ以外

の医療関係機関等々と情報共有、情報収集等図りながら、いかに、中札内村にとっての医療

体制とはどうあるべきなのかということをしっかり研究して、持続的に安心して暮らせる

ような医療体制目指して取り組みを進めてまいりたいというふうに思っております。 
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 今本当に具体的にこうしますということはちょっと申し上げられないのですが、しっか

り取り組んでいきたいということだけお伝えしたいと思います。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいですか。 

 そのほか。 

 ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） では１点だけお願いをいたします。 

 予算書の１００ページ、予算資料の２７ページのピロリ菌検査の関係です。 

 これについては、私も平成２６年の１２月の一般質問いたしまして、この制度の創設と推

進を図るべきだと、こんなことの思いがあるわけですが、平成３０年度から新規事業という

ことで取入れることになったと。 

 非常に喜ばしいことだというふうに私は思っています。 

 それで、いずれにしても一人でも胃がん患者を減らすという意味のこのピロリ菌の検査

なのですが、それで、内容については資料に出ていますから大枠としては分かるのですが、

住民健診時かな、北海道対がん協会巡回検診、帯広厚生病院巡回ドックということで、その

ときに検診をするということですから、これは分かります。 

 よりまして、やはりこれもピロリ菌検査って何なのさという形で終わってしまうと、せっ

かくの事業が効果なく、また１年で終わってしまうので、ピロリ菌検査というのはこういう

ことでこういいよというものを知らない人でも見ることによって、そしたら低料金だから

受けてみようというそんなＰＲ方法というのかな、そんなことをひとつ研究する必要性が

あると思いますし、健康づくりを進める職員の意欲にもかかっていることだというふうに

私は思いますので、そこら辺のＰＲの関係と、併せて、検査については血液検査と検便の二

つがあるのかな。 

 管内町村でももうすでにそのころから実施しているところがあったり、帯広市も新聞に

出ていましたよね。 

 それで聞きたいことは、血液検査で検査をやるということなのですけれども、一人１回個

人負担は１，０００円ということなのですけれども、全体として幾らかかるのか。 

 恐らく２，０００円とか３，０００円だというふうに思うのですが、そうすると、この８

２万円、何百人見込んでいるか、その辺をお聞きをしたいというふうに思います。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） ピロリ菌検査につきましてですが、まずＰＲのことで

すけれども、胃がん検診をまず受けていただきたいということもありますし、胃がんになる

リスクに対してピロリ菌の除菌というのも大きな効果があるということですので、そこら

辺合わせて、がん検診も受け、ピロリ菌の検査も受けていただきたいということも併せて周

知をしていきたいなというふうに考えています。 

 分かりやすい説明ということで、初年度の取り組みになりますので、集団の検診に合わせ

て実施していくことになりますので、そのＰＲのちらしの中に含めて入れていく形になろ

うかなというふうに思っています。 

 ２点目の検査方法ですけれども、血液検査を想定しています。 

 特に厚生病院の巡回ドックと施設ドックについては、病院の方で血液検査によるピロリ

菌の検査を実施するということで実施していますので、そちらを考えています。 

 併せて、対がん協会の方は、便の検査も可能ではあるのですけれども、血液検査ですとち

ょっと余分に血液を採って検査をするというような手軽なことでできますので、血液検査
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で実施していくということを考えています。 

 ３点目の人数の見込みというところなのですが、初年度ですので、どのぐらいの方が受け

るのかというところ、ちょっといろいろ考えたのですけれども、検診を受けている方の６割

ぐらいが受けていただけるのではないかというふうに考えまして、対がん協会、厚生病院の

巡回ドック、施設ドック合わせて３８５名ほどを見込んでおります。 

 血液検査の委託料としましては、一人２，４１０円かかるような形で見積りをいただいて

おります。 

○議長（髙橋和雄君） ３番黒田議員。 

○３番（黒田和弘君） 分かりました。 

 これ、検査をしてピロリ菌ない人については罹る率もゼロとは言わないけれども低くな

るのですね。 

 ピロリ菌ある人は、除菌をすることによって罹る率も非常に少なくなるよということの、

あるかないかの検査だと思うのです。 

 よって、ピロリ菌検査をやることはこういうことで必要なのだということを分からない

人に分かるようなことでのお話とＰＲの紙ですか。 

 そんな要点を捉えて、そしたら受けてみようということの必要性があるからここで検査

推進していこうということなので、ぜひ、それに向けて内部でどうすることが一番皆さんに

広く受けていただいて、中札内村から一人でも胃がん患者を減らすと、こんなことをぜひ頑

張っていただきたいというふうに思いますが、そこら辺はどんなものなのでしょうか。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） ピロリ菌の感染が分ったら、除菌をしなくてはいけな

いですので、その除菌治療を受けてリスクを減らしていけるというようなことはお伝えを

していきたいなというふうに思います。 

 ピロリ菌を除菌したからとってがんにならないわけではありません。 

 慢性胃炎が発症して、長い年月をかけて萎縮性の胃炎になって、それががんに、一部進行

してしまう可能性があるということです。 

 ある程度の年齢まで萎縮性胃炎が進んできた状態で除菌をしたとしても、その後、胃がん

になる確率がゼロではないので、これをきっかけに、胃がん検診にも関心を持っていただい

て、胃がん検診も毎年受けていただきたいというようなこともきちんとお伝えをしていき

たいと思っています。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 関連でピロリ菌検査について質問いたします。 

 今回は４０歳以上ということで検査をしていくということなのですけれども、なぜ４０

歳から上ということにしたのか。 

 私は、実はこの胃がん検診については、もっと若い年代からやるべきだというように思っ

ておりまして、なぜ若いうちの方がいいかというと、４０歳までに除菌をすると９０％以上

の効果があるということで、そういう効果が大きいということです。 

 そして、５０歳代になると、４０歳までにした人に比べて、男性で７３％、女性で９０％、

６０代になると段々下がっていきます。 

 男性では４７％、女性では８２％、７０歳以降では、男性が７３％、女性は７０％という

ことで、除菌する年齢によってやっぱりその効果が少ないということがデータとしてあり
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ます。 

 それで、ほかの帯広市などでは中学生を対象に、この検査を行っています。 

 帯広市の場合には、中学生全員、２９年度には対象として実施したかというように聞いて

おりますし、そして、その検査内容というのは、今回本村では血液でやるようなことで今説

明がありましたけれども、帯広市は尿検でやるということでありました。 

 それで、尿検の方が検査料としては安いのかなと。 

 １，０００円ぐらいでできるのかなというように考えていたのですけれども、まず、４０

歳からということに決めた内容ですね。 

 それをお答えください。 

○議長（髙橋和雄君） 高桑福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（高桑佐登美君） まず、４０歳からにした理由ということなのですけれ

ども、対象年齢を今回決めるに当たっては、内部でもいろいろ協議をして、若い世代はどう

なのだろうという話も実際はあったところです。 

 ですが、平成３０年度については初年度になります。 

 マイナスだった人には毎年受けていく必要はない検査ですので、初年度については４０

歳以上というところが妥当かなというふうに判断した根拠としては、胃がん検診の対象が

４０歳からというふうになっていますので、そちらと合わせてＰＲをしていって、将来的に

は少し広げるという選択肢もあるかもしれないのですけれども、３０年度については４０

歳からというふうにさせていただきました。 

 議員がおっしゃったように、感染率も年齢が高くなるとかなり高くなってきます。 

 ５０歳以上で７割から８割ぐらい感染しているというふうな報告もありますので、先ほ

ど言った３８５人の方、もし全員受けたとしたら、二百四、五十ぐらいは陽性というふうに

出てくる可能性もあります。 

 その方たちに、内視鏡を受けて治療、除菌をしていただくところもきちんと取り組まない

と、結果的には成果は出てこないというふうに捉えていますので、平成３０年度については

４０歳からということで対象を決めさせていただいた経過があります。 

○議長（髙橋和雄君） ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 経過については分かりましたけれども、先ほど私が言いましたよう

に、やはり若いうちに除菌をする。 

 ４０歳前、中学生を対象にすると、本当にそんなにピロリ菌に感染しているという人は少

ないのですけれども、その時点で見つかって除菌をしておくと、本当に将来的にも感染が少

ないということも言われているようなので、今後の検討として、そういう中学生あたりから

対象にして実施するということもぜひ検討していただければというように思います。 

○議長（髙橋和雄君） ご意見として聴取させていただきます。 

 ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） 予算書の８１ページの先ほども説明がありました放課後児童クラブ

の運営費として計上されていますけれども、その内容とはちょっと違うのですけれども、い

ろいろと村内放送や新聞等で職員の募集がしょっちゅう行われていることに対して、私も

きちんと職員がいて運営ができているのかなという不安があります。 

 そこで、今の運営状態、それについて、どういう状態で本当に職員がきちんと配置されて

いる状況にあるのかどうか。 

 そこら辺がちょっと気になる点がありますので、お答えいただければと思います。 
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○議長（髙橋和雄君） 平澤福祉課課長補佐。 

○福祉課課長補佐（平澤悟君） 今ご質問のありました放課後児童クラブの運営の関係です

けれども、現状で言いますと、嘱託職員が担任みたいな形で受け持っている部分と、あと、

パート職員が数名ということで運営がされております。 

 特に問題があるというふうにはちょっと認識していない状況にあります。 

 あと、募集の関係ですけれども、この関係は嘱託職員がちょっと不足しているといいます

か、その部分をもう１名採りたいというところで募集をかけているような状況にあります。 

○議長（髙橋和雄君） ５番男澤議員。 

○５番（男澤秋子君） では、常に募集したら応募されているという認識でよろしいのでし

ょうか。 

 社会福祉協議会全体としての募集もあるのかなと思いますけれども、何か本当に数回に

亘って募集している状況がちょっと気になるので、そこら辺で私質問したわけなのですけ

れども、今の状態では十分にそこら辺の機能がなされるような職員体制であるということ

で捉えてよろしいのでしょうか。 

○議長（髙橋和雄君） 髙島福祉課長。 

○福祉課長（髙島啓至君） 先ほど補佐の方から説明いたしました。 

 十分だという認識は村の方もしておりません。 

 嘱託職員１名、加えてパート若干名という募集をしていたかと思いますけれども、以前、

開所の時間帯を長くしたことに伴って、職員数多くいなければ勤務がちょっと違反してし

まうという状況もあるので、実際問題、嘱託職員は３名いるのが通常です。 

 今のところ、募集してもなかなか来ていただけない。 

 ２名でやらざるを得ない。 

 足りないところはパートの職員さんでつなぐというやり方ですので、十分かと言われれ

ば十分ではありません。 

 先ほど申し上げましたとおり、募集をしても人材がいないというのが実態です。 

○議長（髙橋和雄君） よろしいでしょうか。 

 それでは、お諮りをさせていただきます。 

 審議の途中ですが、本日の会議をこれまでとして、明日１３日午前１０時から本会議を開

きたいと思います。 

 このことに異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋和雄君） 異議なしと認めます。 

 したがって、 

 したがって、本日はこれをもって延会とし、明日１３日午前１０時から本会議を開くこ

とに決定をいたしました。 

 本日はこれをもって延会といたします。 

 

 延会 午後 ４時４５分 


